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カラー図版１

遺跡の現況（平成１０年度撮影空中写真） ※写真の上が北を指す。



カラー図版２

周堤墓群調査状況（平成２５年度撮影 南西→北東方向）



例 言

１ 本書は北海道立埋蔵文化財センター重要遺跡確認調査として平成２４、２５年度に指定管理者公益財

団法人北海道埋蔵文化財センターが実施した道指定史跡芦別市野花南周堤墓群の調査報告書（重要

遺跡確認調査報告書第９集）である。

２ 調査は公益財団法人北海道埋蔵文化財センター第１調査部普及活用課が担当した。

３ 本書の執筆は鎌田望、藤井浩、吉田裕吏洋（第１調査部第１調査課）が行い、編集は藤井が行っ

た。各文責は目次に記した。

４ 現地での写真撮影、報告書掲載遺物の写真撮影及び図版作成は吉田裕吏洋が行った。

５ 現地での測量、空中写真撮影、高所作業車の使用及び測量図の作成については㈱シン技術コンサ

ルに委託して行った。

６ 自然科学的分析を下記の機関に委託して行った。

放射性炭素年代測定：㈱加速器分析研究所

黒曜石原産地分析：明治大学黒曜石研究センター（明治大学研究・知財戦略機構）

７ 調査・報告にあたり、下記の諸機関及び各位のご指導・ご協力をいただいた（順不同・敬称略）。

北海道教育庁生涯学習推進局文化財・博物館課

芦別市教育委員会 芦別市星の降る里百年記念館：長谷山隆博

旭川市教育委員会 旭川市博物館：瀬川拓郎

明治大学研究・知財戦略機構 金成太郎、土屋美穂

明治大学名誉教授 杉原重夫

富良野市教育委員会 澤田 健

矢野 等（芦別市野花南町在住）
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Ⅰ 調査の経緯と経過

１ 調査要項

� 調査全般

調 査 の 名 称 重要遺跡確認調査
の か なん

調査対象遺跡 芦別市野花南周堤墓群（埋蔵文化財包蔵地搭載番号E�０４�２１）
遺跡の所在地 芦別市野花南町３２５６、３２５７

調査対象面積 １９１４㎡

道史跡指定等 平成１２年４月１４日指定

� 発掘調査

平成２４年度

発 掘 期 間 平成２４年９月４日から９月１４日まで

発 掘 面 積 ４０㎡

平成２５年度

発 掘 期 間 平成２５年６月１８日から７月１８日まで

発 掘 面 積 ４６．５㎡

� 関連資料調査

調 査 内 容 既往調査の出土品及び記録類の調査

資料収蔵機関 旭川市博物館（旭川市）

芦別市星の降る里百年記念館（芦別市）

２ 調査の経緯

� 野花南周堤墓群の発見と史跡指定

昭和２８年、芦別郷土史研究会により円形の盛土と石組が発見され（１号周堤墓）、昭和２９年５月８

日に河野広道氏が後の２号周堤墓にあたる石組の発掘調査、昭和３０年１０月末に近江正一氏が１号周堤

墓石組下の発掘調査を行った。

昭和３７年８月２７日に市指定史跡となり、同年１０月、芦別郷土史研究会により、周堤墓内の整備が行

われ、周堤と石組が復元された。昭和４２年には北海道教育委員会（以下道教委）の実施した遺跡分布

調査の際に、野村崇氏により測量調査が行われた。平成１２年４月１４日、道指定史跡に指定されて現在

に至る。

周堤墓とは縄文時代後期末から晩期初頭の時期に構築された集団墓地のことで、円形の竪穴、その

掘り上げ土にあたる周堤と墓坑から構成される。本遺跡では昭和２９年の調査時に河野広道氏が２か所

の遺構について周堤墓（当時の環状土籬）として認め、現在に至っている。

� 重要遺跡確認調査について

北海道立埋蔵文化財センターは、北海道教育委員会が北海道史をたどる上で重要であるとした遺跡

の重要遺跡確認調査を行ってきた。これまでに、平成１２年度に小樽市・余市町の西崎山ストーンサー

クル、１３、１４年度に奥尻町青苗砂丘遺跡、１５、１６年度に恵山町（現函館市）恵山貝塚、１７～２１年度に

Ⅰ 調査の経緯と経過
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幌延町・豊富町の音類竪穴群、２２、２３年度には斜里町斜里朱円周堤墓（道指定史跡：指定名称「斜里

朱円周堤墓及び出土遺物」）で実施した。２４、２５年度は芦別市野花南周堤墓群（道指定史跡：指定名

称「野花南周堤墓群」）の調査を行った。

調査の内容及び方法については、遺跡の現況を把握するための測量調査と写真撮影、遺跡の範囲や

性格、内容の把握を目的とした試掘調査及び関連資料を含めた出土品の資料化などを主としている。

３ 調査体制

北海道立埋蔵文化財センター指定管理者 公益財団法人北海道埋蔵文化財センター

（平成２４年度） （平成２５年度）

理 事 長 坂本 均 理 事 長 坂本 均

副 理 事 長 畑 宏明

専 務 理 事 松本 昭一 事 務 局 長 中田 仁

常 務 理 事 畑 宏明 常 務 理 事 千葉 英一

総 務 部 部長 中田 仁 総 務 部 部長 和田 基興

第１調査部 部長 千葉 英一 第１調査部 部長 千葉 英一

普及活用課 課長 鎌田 望（発掘担当者） 普及活用課 課長 鎌田 望（発掘担当者）

主査 藤井 浩（発掘担当者） 主査 藤井 浩（発掘担当者）

第１調査課 主任 吉田裕吏洋 第１調査課 主査 吉田裕吏洋

４ 調査の経過

� 発掘調査

本調査は「平成２２～２５年度重要遺跡確認調査実施要領」（平成２２年８月９日付教文ス第１３６２号によ

り通知）に基づき、計画されたものである。平成２３年９月８日（木）には芦別市教育委員会（以下芦

別市教委）と道教委文化財・博物館課による打ち合わせがあり、道教委により現地での史跡の現況確

認及び関連資料として芦別市星の降る里百年記念館（以下百年記念館）所蔵の野花南矢野沢遺跡出土

資料の所在確認が行われた。

【平成２４年度の調査】

調査前の３月２８日（水）に芦別市教委と当センターにより百年記念館及び現地にて調査の具体内容

について打ち合わせを行った。この打ち合わせを基に計画した調査方針、内容について、５月１日（火）

に道教委と当センターが文化財・博物館課にて打ち合わせを行った。

初めに、遺跡の現況を把握するため、発掘調査前の７月２４日（火）～２７日（金）に測量及び写真撮

影を行った。測量作業及び空撮は㈱シン技術コンサルに委託し、調査対象範囲についての現況平面図

の作成、ラジコンヘリによる史跡と史跡周辺環境の空中写真撮影、高所作業車を用いた発掘前の現状

の俯瞰写真撮影を行った。

発掘調査は平成２４年９月４日（火）に着手した。最大３名の調査員と８名の作業員により足掛け２

週間、延べ７日にわたって作業を行い、９月１４日（金）に現地の作業を終了した。グリッドの設定、

発掘区の設定の後、テストピットによる基本土層の調査とトレンチによる周堤墓の調査、サブトレン

チによる１号周堤墓内の立石調査を行った。期間中には富良野市教育委員会の視察があり、道教委文

化財・博物館課の田中哲郎主査（当時）より現地指導を受けた。

発掘調査後にはテストピット、トレンチの埋め戻しを行った。次年度継続の調査を考慮して、テス

芦別市 野花南周堤墓群

2



トピット、トレンチともに、底面には土嚢袋を敷き、壁面の養生と併せてすべて土嚢袋に排土を詰め

て埋め戻しをした。

【平成２５年度の調査】

平成２４年度の調査結果に基づき、４月３０日（火）に道教委と調査の内容と方法についての打ち合わ

せを行った。これにより作成した調査計画を基に５月８日（水）に芦別市教委との打ち合わせを行い、

調査機材の借用や作業員募集についての協力も得ることができた。

発掘調査は６月１８日（火）に着手した。最大で３名の調査員と８名の作業員により、足掛け５週間、

延べ１７日間にわたって作業を行い、７月１８日（木）に現地での作業を終了した。この間６月２８日（金）、

７月１０日（水）には芦別市教育委員会主催の現地説明会が行われ、啓成中学校など市内の中学校の見

学会も実施した。７月３日（水）には道教委文化財・博物館課の西脇対名夫主査より現地指導を受け

た。

調査は主にトレンチによる周堤墓の調査とグリッドによる周堤墓竪穴部分の調査を行った。また、

発掘に並行して、調査範囲の測量を㈱シン技術コンサルに委託して行い、高所作業車を用いての遺構

の俯瞰撮影も行った。

発掘調査後には調査部分すべての埋め戻し、原状復旧を行った。テストピット、トレンチ、グリッ

ド調査部分ともに土嚢袋を用いて底面及び壁面の養生を行った。特に地表面付近の埋め戻しはもとの

表土を用いて行い、景観に配慮した。また、調査範囲検証のための測量基準として範囲内の３か所に

コンクリート製の埋設標を設置した。

� 関連資料調査

関連資料調査は平成２４年度に着手し、まず既往の発掘等の主体・年次とその資料の保管先について

調査した。その結果、関連する資料については旭川市博物館と芦別市の百年記念館に所在することが

明らかになった。

百年記念館での資料調査は平成２４年５月１８日（金）に行い、野花南周堤墓群に係る公文書資料、写

真資料の所在を確認した。また、周堤墓群に隣接する野花南矢野沢遺跡に係る表採資料についても現

状確認を行った。矢野沢遺跡の資料については確認後に関連資料として借用し、センターにて写真撮

影などの資料化を行った。

また、平成２４年５月１８日（金）には、百年記念館学芸員の立ち会いの下、芦別郷土史研究会の矢野

等氏から昭和２８年の遺跡としての発見から、昭和２９、３０年時の調査を経て現在に至るまでの遺跡に関

わる聞き取り調査をすることが出来た。

旭川市博物館では平成２４年４月２４日（水）に資料の所在確認を行った。資料は土器、石器のみで、

註記などから昭和２９年に河野広道氏らが行った発掘による出土品と考えられた。また、遺物以外の文

書、図面、写真などの資料がないことも明らかになった。平成２５年１１月２６日（火）にこの資料を借用

し、図化及び撮影など資料化を行った。
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図１ 遺跡の位置と周辺地形
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Ⅱ 発掘調査

１ 調査の方法

� 調査範囲

調査は市有地として保存された遺跡範囲を対象として行った。地番では野花南町３２５６（１４４９㎡）、

３２５７（４６５㎡）に当たる。現況は史跡として保存整備され、南北約５０ｍ、東西約４０ｍを測り、面積は１９１４

㎡である。測量調査の結果、現地のすべての境界標において移動または破損が確認されたため、地籍

測量の成果により図上で境界標８か所を復原することで、調査対象範囲を示すこととした。

発掘調査にあたり、遺跡内の地形及び遺構の現況を考慮したうえで、テストピット、トレンチ、グ

リッドの３つの方法による調査区を設定した。

テストピットは基本土層の確認を目的とし、遺構の影響が小さいと思われた３か所（テストピット

１、２、３）に配置した。トレンチは２か所の周堤墓とそれぞれに伴う石組の現況に基づき３か所

（トレンチⅠ、Ⅱ、Ⅲ）に設置した。また、１号周堤墓内の墓壙確認のために、平面的な遺構確認を

優先したグリッド調査区を１号周堤墓竪穴部分南西側に配置した。

� 発掘調査

市教委による史跡内の立木伐採後に、雑草の刈り払い作業から着手した。ピンポールなどにより掘

削の範囲を設定したのち、さらに細かな雑草の除去を行って地表面の状況を確認した。各周堤墓内に

散布する小礫については発掘区内での分布状況を確認し、写真撮影などにより記録した。

掘り下げは表層土のみスコップを用い、その後移植鏝、捻り鎌によって慎重に行った。排土につい

ては後の埋戻しを考慮して、すべてポリエチレン製の土嚢袋に詰めて、史跡範囲内にて保管した。

埋め戻しはテストピット、トレンチ、グリッド調査区の底面および壁面をポリエチレン製土嚢袋で

覆い養生し、今後の調査に備えて今回の掘削範囲及び深さを示すよう配慮した。

� 測量と記録

� 測量・図化

測量作業については㈱シン技術コンサルに委託して実施した。遺跡の現況平面図（１／１０００）作成に

当たっては、平成１０年度㈱シン技術コンサル作成の測量図（野花南環状土籬測量図）が史跡内の現況

を詳細に反映していると判断し、これを基にした。さらに、平面直角座標系を古い座標である日本測

地系から新しい世界測地系に変換し、地籍測量の成果と今回の現地調査での新たな測量成果を合わせ

て作図した（図２）。

基準点はGPS測量にて座標値を確定し、現地にH２４T１（X＝�５９９９８．４０７ Y＝１７７８．８４１）、H２４T２

（X＝�６００００．７６７ Y＝１８１９．０２９）の２点を設けた（平面直角座標ⅩⅡ系）。水準点は近隣に公共水準

点がなかったため、精度を高めるために電子基準点を用いたGPS測量による間接水準測量を行った。

これにより、現地にH２４T１（H＝１２０．５６３）、H２４T２（H＝１１９．６５５）の水準点を設置した。

この水準測量にあたり、近隣で同様の測量が行われ、双方の標高値間で０．１１７ｍの差があることが

明らかになった。観測方法の違いにより生じた結果で、いずれも国土地理院が認める誤差の範囲内で

あるため使用には問題がない。精度が高く、より水準標高値に近いと考えられる今回の標高値を用い

ることにした。

調査範囲内には発掘調査のための測量基準杭を７カ所設置した。平面直角座標系に基づき、X＝
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図２ 調査範囲内の現況地形測量図
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�６００００ラインに３か所（Y＝１８２０、１８３０、１８５０）、X＝�６００３０ラインに１カ所（Y＝１８６０）、X＝�６００４０
ラインに３カ所（Y＝１８３０、１８５０、１８６０）である。これは、発掘区の設定や遺物の取り上げなどの基

準として用いた。なお、調査終了後にはすべて撤去し原況に復した。

調査対象範囲境界標８カ所については、現存する杭が３点、破損１点、不明４点を確認した。現存

する３点についても地籍測量の成果と合致しないことが判明した。これにより、本調査では境界標の

復元設置はおこなわず、地籍測量の座標データ（世界測地系）を基に図上にて調査範囲を明示するこ

ととした。

地籍測量成果座標は下記の通りである。（平面直角座標ⅩⅡ系）

Ｅ４ X＝�６００４７．５６０ Y＝１８２２．６９２ Ｅ５ X＝�５９９９６．７７８ Y＝１８１８．４１０

Ｅ６ X＝�５９９９２．２４０ Y＝１８４９．６５１ Ｅ７ X＝�６００３７．０３１ Y＝１８４８．３１３

Ｅ８ X＝�６００４４．９８０ Y＝１８４４．２０３ Ｐ２ X＝�６００００．７７２ Y＝１８１８．７４７

ク８ X＝�５９９９１．８２０ Y＝１８５２．５４１ ク９ X＝�６００４２．７８１ Y＝１８６２．５１３

また、調査範囲を検証するための測量基準杭を史跡内の３か所にコンクリート製の埋め標として設

置した。各座標成果は下記の通りである。

H２５T１（００�３０区） Ｘ＝－６００００．００７ Ｙ＝１８３０．００２ H＝１１９．４６３

H２５T２（４０�６０区） Ｘ＝－６００３９．９９８ Ｙ＝１８６０．００３ H＝１１９．６５５

H２５T３（４０�３０区） Ｘ＝－６００４０．００１ Ｙ＝１８３０．０００ H＝１１９．６６３

掘削の範囲や出土遺物の位置など現地での調査成果については、㈱シン技術コンサルに委託して測

量を行い、手実測によるものとも合わせて新たに作図を行った。なお、上記の成果については dxf 形

式（CAD用）のデータ、ai 形式（illustrator 用）のデータとしても保管している。

� 野外撮影

現地では通常の撮影に加えて、ラジコンヘリによる空中写真撮影と高所作業車を用いた俯瞰撮影を

行った。ラジコンヘリによる撮影及び高所作業車の使用は㈱シン技術コンサルに委託して行った。

ラジコンヘリによる撮影は平成２４年度に行い、調査前の遺跡の現況と周辺環境の把握を目的に行っ

た。また、高所作業車を用いた俯瞰撮影は平成２４年度の発掘調査前と平成２５年度調査中に行った。周

堤墓群や石組を主体にその現況と調査状況を撮影し、記録した。

通常の撮影には６×７判のカメラを主体にし、４×５判のカメラとデジタルカメラを用いた。

� 出土品の収集

出土品についてはテストピット、トレンチなどの調査区毎に取り上げて収集した。それぞれの調査

区毎に座標グリッドにより位置情報を与えている。座標グリッドは平面直角座標ⅩⅡ系の座標を基準

に、X、Y座標の各下二桁を用いてグリッドの名称とした。（図２）また、遺物が集中して出土した

グリッド調査区やトレンチⅠのⅠ�８区については取り上げ番号をつけて１点ごとに取り上げた。
� 資料整理

� 図面等

現地で作成した図面（原図）については、図番号を付して図面台帳を作成して管理している。原図

からは主題ごとに素図を作成した。報告書などの図版作成にあたっては、素図をスキャナーでパソコ

ンに取り込み、illustrator CS４などのソフトを用いて版下作成を行った。
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図３ 発掘調査平面図
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� 出土品

調査後に水洗、風乾し、分類後に遺物カードを作成して、ポリ袋に収納した。土器類については注

記を行い、遺跡名（略号）、グリッド番号、整理番号（または取り上げ番号）の順に記入した。例え

ばグリッド１０�２０区出土の№１５のものは「ノカ．１０�２０．１５」とした。
� 写真

整理された遺物のうち主要なものを選んで写場で撮影した。撮影には６×７判のデジタルカメラを

主に用い、４×５判カメラを併用した。撮影したフィルム、データについては現地撮影のものと合わ

せてアルバムを作成し、撮影台帳とともに保管している。

２ 地形と地質

� 地形と現況（図１ 図版１、２）

遺跡は芦別市内の南東部、市街地から南東約１０�の野花南地区に位置する。芦別市の中央部は空知
川の流域にあたり、野花南地区はその上流部にあたる。野花南地区の東に隣接し、市内で最も上流部

にあたる滝里地区は滝里遺跡群で知られているが、現在では滝里ダムとなっている。ダムの下流には

空知大滝があり、遺跡の周辺が山地と平野との地形界にあたっていることがうかがえる。

遺跡の立地は、空知川左岸の河岸段丘上である。標高は約１２０ｍ、空知川現河道までの距離は２０ｍ

弱で、比高差は約１６ｍである。川を挟んだ対岸は山地になっており、その直下の河道内には中州が形

成されていることも特徴である。

この河岸段丘は標高１４０ｍ以上の台地から空知川河道までの間の氾濫平野となっており、傾斜の緩や

かな平坦な土地が広がっている。この平野は台地から空知川に向かって流れるいくつかの小河川によっ

てさらに開析されており、遺跡周辺においては北に矢野沢川、南に夕立沢川がその小河川にあたる。

遺跡周辺の現況は北側が水田、西側は畑地として利用されている。南側は約２００ｍ離れた夕立沢川

まで林で、東側は河岸林を経て空知川河道である。また、遺跡の西側、JR根室本線を挟んで向かい

側の段丘上部、矢野氏宅周辺には、関連資料調査を行った野花南矢野沢遺跡が立地する。

� 地質

地層の区分については遺跡近隣の調査情報を収集した。特に平成５年６月１８日に行われた道営ほ場

整備事業野花南地区農道工事による埋蔵文化財確認調査報告書（芦別市公文書資料）での調査結果を

参考にした。これにより、基盤土層（地山）にあたるのが黄色粘土層で、水田の基盤土など礫を含む

人工の盛土との間に残る黒灰色土層のみが自然堆積の土層として確認されている。

ただし、この情報では各周堤墓周辺に散布する小礫群の由来が不明であり、黄色粘土層以下の地層

の確認が必要と考えられた。

【テストピットによる基本土層の確認調査】（図４ 図版４）

テストピットは調査範囲内に３箇所、各１�四方の範囲で設定し、基本土層の堆積を確認した。平
成２４年時に掘り下げを行い、平成２５年時にも再確認のための調査を行った。

テストピット１は００�３０区、調査範囲内の北西隅に設定した。周辺はほぼ平坦である。地表から約８０
�ほど掘り下げて、土層堆積を確認した。土器片７点、黒曜石製のフレイク・チップ１点が出土した。
テストピット２は４０�３０区、調査範囲内の南西隅に設定した。周辺は緩やかな起伏が見られた。地

表から約７０�を掘り下げて土層堆積の確認を行った。黒曜石製のフレイク・チップ５点が出土した。
テストピット３は４０�６０区、調査範囲内の南東隅に設定した。周辺は平坦である。地表から約９０�

ほどを掘り下げて土層堆積を確認した。遺物は土器片１点、フレイク・チップ７点が出土した。その
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図４ テストピットの位置と基本土層
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うち縄文土器片１点を掲載した（図１４�１）。
このテストピットの観察より、基本土層として上から表土・耕作土層（Ⅰ層）、暗褐色土層（Ⅱ層）、

黄色粘土層（Ⅲ層）、礫層（Ⅳ層）を区分し、確認することが出来たが、それぞれの層界は必ずしも

明瞭ではない。テストピットは３か所とも耕作土が確認されたことから、耕作による削平が調査範囲

の大半におよんでいることが明らかとなった。また、テストピット２・３では表土層に小円礫が数多

く含まれていたことから、何らかの原因で層位の逆転があった可能性も考えられる。

遺構内の堆積状況についてもテストピットの結果を基準に区分を判断したが、必ずしも明瞭ではな

かった。特に基本土層のⅠ層とⅡ層にあたる層の判別は難しく、遺物取り上げについても、便宜的な

ものであり、必ずしも実状を反映しているものではない。

３ 各調査区（トレンチ及びグリット調査区）の状況

� １号周堤墓の調査

現存する各遺構の現況に基づき、円形の周堤墓を南北に切るトレンチⅠ、トレンチⅠと直交し、周

堤墓を東西に切るトレンチⅡを設定した。また、トレンチⅠとⅡが交差する南西側には、周堤墓竪穴

部分内の遺構確認をおこなうためのグリッド調査区を設定した。

� 各遺構の現況について（図２ 図版３、４）

１号周堤墓の現況

１号周堤墓には円形の土堤である周堤と、周堤内の竪穴部分が明瞭に残されている。竪穴部分の中

央には半円状に並べられた石組があり、竪穴部全体に立石が配置されているのが現況である。

現在に残る周堤は南北径約２４ｍ、東西径約２２ｍのほぼ円形で、最も高いところで標高１２０ｍを測る。

竪穴部分の最も低いところで標高１１９．３ｍ（石組部分を除く）、周堤外側で標高１１９．５ｍで、周堤と竪

穴との比高差は最大で約７０�、その外側との比高差は最大で約５０�となり、竪穴部分が周堤外よりも
深く掘りこまれていることがうかがえる。また、現周堤の上面はほぼ平坦であるが、北側にかけてや

や低く、周堤外との比高差も約１０～２０�と、周堤が目立たなくなるのが特徴である。
竪穴部分底面については南北径約１６．５ｍ、東西径約１５ｍを測る楕円形である。底面は全体として南

西側から北東側にかけて緩やかに下り、グリッド調査区のある南西側がほぼ平坦で、北西側にはやや

起伏がある。また、東の壁際には、現周堤に沿ってわずかな溝状の落ち込みが見られる。

石組の現況

竪穴部分の中心からやや南寄りに位置する。竪穴底面をさらに掘りくぼめた径３～４ｍほどのすり

鉢状の落ち込みに、１４の円礫、亜角礫からなる石組がその底面に半円状に配されている。礫は最も大

きなもので最大長５０�、小さなものでも３０�を測る。角の取れた円礫が１１点で残りの３点には角が残
る。各礫間は近接するが重なるところはない。ほとんどが地表面上に石の平らな面を露出しているの

も特徴である。配列は直径１．５ｍの円の半分にあたるが、残る半円部分は高く盛り上がっている。

立石の現況

１号周堤墓竪穴部分には、５０か所の立石が認められる。それぞれの大きさは大小様々であるが、最

大長で２０～６０�で、そのほとんどが安山岩と思われる角礫や板状の礫からなる。竪穴部分全体に分布
し、立石間の間隔が１～２ｍと等間隔に近いのが特徴である。保存状態は立石としてあるものが２０点、

倒れて横になったものが３０点であった。立石のほとんどが耕作土上にあるが、深く埋まった５か所に

ついてサブトレンチによりその状態を確認した。その結果、いずれも耕作土中にあることが明らかに

なった。
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遺物集中
　出土地点

図５ トレンチ�（南側部分）詳細図
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図６ トレンチ�（南側部分）土層断面図
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竪穴部分の底面、特に石組や立石の周辺には数多くの小円礫が散布している。基本土層のⅣ層にあ

たる礫層に由来するものと考えられる。旧調査時に掘り出されたものと考えられる。

� トレンチⅠ（南側部分 図５、６ 図版６）

トレンチⅠは南側からⅠ�１区（平成２４、２５年度調査）、Ⅰ�１０区、Ⅰ�９区、Ⅰ�８区（平成２５年度）
調査、Ⅰ�２区（平成２４、２５年度調査）とした。土層断面図はトレンチ西側断面を実測し、記録した
（図６）。まずⅠ�１区、Ⅰ�２区において現周堤部を掘り下げたところ、幅３～４ｍの現周堤が耕作
土による盛土であることが明らかになった。

Ⅰ�１区は１号周堤墓の南側の周堤部にあたる。幅１ｍ、長さ５．７ｍの範囲で現周堤部を含む表土を
掘り下げたのち、竪穴側から先に掘り進めたところ、黄色粘土層を掘りこんだ底面と壁の立ち上がり

を確認した。壁は不明瞭であったが緩やかで、現周堤よりも竪穴寄りで確認することができた。

壁の上部には灰褐色粘土や黄色粘土との混土が堆積し、これらを耕作土が覆うように現周堤が構築

されていた。

壁の外側上層では、周堤外に向かって、黄色粘土粒を多く含む黄褐色粘土の堆積を確認した。これ

は構築当時の掘り上げ土、縄文時代の周堤にあたる可能性がある。この掘り上げ土は断片的にトレン

チの南端付近まで及ぶが、これを周堤とした場合、その幅は約４ｍに及ぶものと思われる。

また、竪穴側の堆積は黄色粘土粒を含む礫層が主体で、Ⅲ層にあたる黄色粘土層が見られない。竪

穴の底面はⅣ層の礫層を掘りこんでいると思われるが不明瞭である。北側にⅠ�１０区と連続する。
Ⅰ�２区は１号周堤墓の北側の周堤部にあたる。幅１ｍ、長さ６ｍの範囲で表土を掘り下げ、その
うちの西側５０�幅、長さ５ｍの範囲をⅣ層の礫層まで掘り下げた。
１区同様に現周堤部が耕作土によることを確認した後、竪穴側から掘り進めた。１区とは異なり、

現周堤直下からやや竪穴寄りに、黄色粘土層を掘りこんだ壁の急な立ち上がりを確認した。壁の上部に

は暗褐色粘土や黄色粘土との混土が堆積し、これらを耕作土が覆うように現周堤が構築されていた。

壁より外側の堆積は、周堤外に向かって、基本土層と同様の堆積を確認した。１区で確認されたよ

うな黄色粘土を含む堆積は見られず、構築当時の掘り上げ土、縄文時代の周堤が削平されてしまった

可能性がある。南側にⅠ�８区、北側にⅠ�７区が連続する。
Ⅰ�８区は１号周堤墓竪穴部分北側にあたる。Ⅰ�２区を南側に拡張して設定した。５０�幅、全長２．７
ｍの範囲でⅣ層の礫層まで掘り下げた。地表から約１０～２０�ほどの高さで土器片、黒曜石製フレイク
片などが集中して出土したため、東側に５０�幅で拡張して遺物の集中範囲を確認した。遺物の出土範
囲を取り巻くように円形の暗褐色土の堆積が確認されたため、掘り下げたが、遺構として確認するこ

とができなかった。

堆積は礫と粘土粒との混土で、径１�から１０�大の礫が含まれる。底面は不明瞭であるが、Ⅳ層（礫
層）の上面にあたるものと思われる。

Ⅰ�９・１０区は周堤墓竪穴部の中心にあたる。北側が９区、南側が１０区である。５０�幅で９区が全
長３ｍ、１０区が９ｍの範囲で掘り下げた。１０区は石組の西端部分にあたったため、トレンチを東側に

５０�幅で拡張して石組下の堆積を確認した。覆土の堆積は９、１０区ともに表土より下は灰褐色土や黄
褐色粘土に礫が混じり、礫の大きさなどで区分することができた。９区の南端では黄褐色粘土を覆土

とする落ち込みに似た堆積が見られたが、土坑として確認することができなかった。１０区では範囲と

して捉えられなかったが、石組を中心に掘り込みの痕跡が残り、近代以降の調査によるものと考えら

れた。また、竪穴部の底面は不明瞭であるが、Ⅳ層（礫層）を掘りこんでいると思われ、１０区では石

組により緩やかに下っているが、１０区北側から９区、８区にかけて平坦になっている。
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図７ トレンチ�詳細図
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図８ トレンチ�土層断面図
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� トレンチⅡ（図７、８ 図版７）

トレンチⅡは西からⅡ�１区、２区、３区、４区、５区、６区とした。すべて平成２５年度調査によ
るものである。土層断面図はトレンチ北側断面を実測し記録した（図８）。Ⅱ�２区、Ⅱ�５区から現
周堤部を掘り下げたところ、現周堤が耕作土による盛土であることが明らかになった。

Ⅱ�２区は１号周堤墓の西側の周堤部分にあたる。幅５０�で長さ６．６ｍの範囲で掘り下げた。現周堤
部が耕作土によるものであると確認し、竪穴側から掘り進めたところ、Ⅳ層（礫層）を掘りこんだ底

面とⅣ層からⅢ層（黄色粘土層）にかけての壁の立ち上がりを確認した。壁は緩やかで不明瞭であっ

たが、現周堤よりも竪穴寄りで確認することができた。

壁の外側上層では、周堤外に向かって、黄色粘土粒を多く含む黄褐色粘土の堆積を確認した。これ

は構築当時の掘り上げ土、縄文時代の周堤にあたる可能性がある。この掘り上げ土はトレンチの西端

まで及ぶが、これを周堤とした場合、その幅は約３ｍに及ぶものと思われる。

また、竪穴側の堆積は礫を含む灰褐色土や黄色粘土が主体で、Ⅲ層にあたる黄色粘土層が見られな

い。竪穴の底面はⅣ層の礫層を掘りこんでいると思われる。

Ⅱ�１区は１号周堤墓の西側周堤外にあたる。幅５０�、長さ１．８ｍの範囲で掘り下げた。堆積は基本
土層と同様で、２区から続く掘り上げ土は確認できなかった。底面はⅣ層（礫層）の上面にあたると

考えられる。

Ⅱ�５区は１号周堤墓の東側の周堤部にあたる。幅５０�、長さ６ｍの範囲で掘り下げた。２区と同
様に現周堤部が耕作土によるものであると確認してから、竪穴側を掘り進めたところ、Ⅳ層（礫層）

を掘りこんだ底面とⅣ層からⅢ層（黄色粘土層）にかけての緩やかな壁の立ち上がりを確認した。壁

は緩やかで不明瞭であったが、現周堤の頂部よりも約１ｍ竪穴寄りで確認することができた。

壁の外側上層では、周堤外に向かって、黄色粘土粒を多く含む黄褐色粘土の堆積を確認した。これ

は構築当時の掘り上げ土、縄文時代の周堤にあたる可能性がある。この掘り上げ土はトレンチの西端

まで及ぶが、これを周堤とした場合、その幅は約２ｍに及ぶものと思われる。

また、竪穴側の堆積は礫を含む灰褐色土や黄色粘土が主体で、Ⅲ層にあたる黄色粘土層が見られな

い。竪穴の底面はⅣ層の礫層を掘りこみ、平坦である。

Ⅱ�６区は１号周堤墓の東側周堤外にあたる。幅５０�、長さ１．６ｍの範囲で掘り下げた。堆積は西側
に黄褐色粘土層が見られ、掘り上げ土の可能性が考えられる。底面はⅢ層（黄色粘土層）にあたる。

Ⅱ�３、４区は１号周堤墓の竪穴部中央にあたる。３、４区ともに幅が５０�、３区が長さ２．２ｍ、４
区が３ｍの範囲で掘り下げた。いずれも表層には礫が含まれ、その直下に礫を含まない粘土層、さら

に下には大小様々な礫が主体の粘土層が堆積する。底面にはやや起伏が見られるが、Ⅳ層（礫層）を

掘りこんでいるものと思われる。

� グリッド調査区（図９ 図版８）

グリッド調査区は１号周堤墓竪穴部の南西部分にあたる。竪穴内の墓壙など、周堤墓に伴う遺構を

確認するため、平面的な調査を行った。南北５．８ｍ、東西４．６ｍ（面積２３．２�）、グリッドX＝２５～３０、
Y＝３４～３８の範囲で掘り下げた。この位置は、竪穴部の中でも平坦で、構築当時の状態が保存されて

いる可能性が高いと考えられた。

まず調査区全体について、表土層にあたる約１０�を掘り下げた。ほぼ同じ高さで土器片やフレイク
などの遺物が出土した。竪穴部覆土上層にあたる礫を含む黄褐色粘土層を精査した段階で遺構の確認

を行ったが、プランとして捉えられるものがなく、また遺物の集中出土なども見られなかった。その

後、２５�幅のサブトレンチを小グリッドに沿って設定し、約１５�を掘り下げて遺構の確認を行ったが、
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図９ グリッド調査区平面及びエレベーション図
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図１０ １号周堤墓内石組及び立石（サブトレンチ）位置図
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図１１ トレンチ�（北側部分）・トレンチ�詳細図
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図１２ トレンチ�（北側部分）土層断面図・トレンチ�土層概要図
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図１３ トレンチ�土層断面図・トレンチ�、�土層概要図
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遺物の出土や土層の堆積の変化もなく、確認することができなかった。

遺物は１２５点が出土し、そのうち土器、土製品４点、石器２点を掲載した。土器は摩耗が激しく年

代を決定できるものがほとんどない。石器は黒曜石製のフレイク・チップがほとんどである。

� 立石サブトレンチ（図１０ 図版８）

立石については、周堤墓に本来的に伴うものかを明らかにする目的で調査を行った。聞き取り調査

においては昭和３７年の復原整備以降に持ち込まれたものであることが明らかになっている。

立石は５０か所で確認された。１か所の中には２つ、３つの礫が重なっているものも含まれる。その

うちの土中に深く埋まった５か所についてサブトレンチによりその状態を確認した。サブトレンチの

幅は２５�×５０�程度である。５か所は立石９、２２、２９、３５、４８である。石の西側を掘り下げたところ、
いずれも耕作土中にあることが明らかになった。遺物は立石９、２２、２９、３５の４か所で出土した。ほと

んどが黒曜石製のフレイク・チップであるが、立石３５では土器の底部片が出土し、掲載した（図１４�５）。
� ２号周堤墓の調査

２号周堤墓は現存する各遺構の現況を確認したうえで、その中心と考えられてきた石組を交点にし

て、南北をトレンチⅠ、トレンチⅠと直交するトレンチⅢを設定した。２号周堤墓については１号周

堤墓とは異なり、周堤部分などが現存しないため、トレンチ調査によりその範囲などを確認すること

とした。

� 各遺構の現況について（図２ 図版３、４）

２号周堤墓の現況

２号周堤墓については周堤や竪穴などが明らかになっていないため、耕作などにより削平されてし

まった可能性が指摘されてきた。地表面での観察や詳細測量図からもその痕跡は明らかではない。こ

れまでその中心とされてきた石組から、地形の状況と重ね合わせて、円形の範囲が想定されてきた。

その直径は約１１ｍとされている。

石組の現況

石組は、直径約１．５ｍ、深さ５０�ほどのすり鉢状の落ち込みの底に位置し、４つの安山岩と思われ
る角礫からなる。角礫は落ち込みの底に敷き詰められたように平らな面を上にして配置されている。

昭和２９年の河野広道氏の調査時に発見されたものの可能性が考えられる（矢野１９９８）。

� トレンチⅠ（北側部分）（図１１、１２ 図版９）

南からⅠ�７区、Ⅰ�３区、Ⅰ�６区、Ⅰ�５区、Ⅰ�４区に分けて調査した。Ⅰ�６区が石組部分にあ
たる（図１１）。土層断面図はトレンチ西側断面を実測し、記録した（図１２）。

Ⅰ�３区は２号周堤墓の南側で竪穴部から周堤部にかけての部分を明らかにするために設定した。
幅１ｍで長さ３．６ｍの範囲をⅢ層（黄色粘土層）まで掘り下げ、このうち西側の５０�幅の石組側をⅣ
層（礫層）まで掘り下げた。

堆積は基本土層と同様で、Ⅲ層（黄色粘土層）が主体であるが、石組周辺では礫の混じる複雑な堆

積になっている。竪穴の掘りこみや掘り上げ土による周堤の堆積などは確認できなかった。

Ⅰ�４区は２号周堤墓の北側で竪穴部から周堤部にかけての部分を明らかにするために設定した。
幅１ｍ、長さ３．６ｍの範囲で表層土を掘り下げ、このうち西側の５０�幅をⅢ層（黄色粘土層）まで掘
り下げた。堆積は基本土層と同様で、Ⅱ層からⅢ層までを確認した。竪穴の掘りこみや掘り上げ土に

よる周堤の堆積など、人為的な堆積は確認できなかった。

Ⅰ�５、６区は石組を南北に切るかたちで設定した。石組の北が５区で、石組とその南側が６区に
あたる。ともに幅が５０�で５区が全長３ｍ、６区が２．２ｍの範囲で掘り下げた。５区はⅢ層の上面を
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確認し、６区ではⅣ層（礫層）までを確認した。６区では石組の土層断面を確認することができ、石

組が耕作土上にあることが明らかになった。

Ⅰ�７区はⅠ�３区を南側に拡張して、２号周堤墓の範囲確認を目的として設定した。幅５０�、長さ
２．６ｍの範囲で掘り下げ、Ⅲ層（黄色粘土層）までを確認した。堆積は基本土層と同様で、遺構とし

ての堆積を確認することが出来なかった。

� トレンチⅢ（図１１、１３ 図版１０）

トレンチⅢは２号周堤墓を東西に横切るかたちで設定され、平成２４年度に幅１ｍ、長さ１８ｍの範囲

で掘り下げた。平成２５年度に石組部分のみを調査した。土層断面図はトレンチ北側の断面を実測し、

記録した（図１３）。２号周堤墓の東西の周堤部を明らかにする目的であったが、石組を伴う落ち込み

周辺を除いてほぼ基本土層と同様の堆積となり、遺構の痕跡を見つけることは出来なかった。

石組を除いた東側と西側をⅢ層（黄色粘土層）まで掘り下げた。石組周辺はやや複雑な堆積となり、

近代以降のものと思われる小円礫を多く含む掘り上げ土が石組の北東側でみられた。小円礫を取り上

げて掘り下げたところ、黄色粘土層が掘り込まれて耕作土が堆積している部分が見られた。その範囲

は不明瞭であったが、近代以降の調査に係る痕跡である可能性が考えられる。

４ 出土遺物（図１４、１５ 図版１１、１２）

平成２４、２５年度調査で出土した遺物は合計で３４３点である。このうち１号周堤墓が２１１点、２号周堤

墓が８２点、テストピット出土が２１点である。種別では土器片が１１４点で、石器、石器片が２２９点である。

土器片は摩耗が激しく、文様などが不明瞭なものが多い。石器、石器片はすべて黒曜石製であり、

ほとんどがフレイク・チップで製品は少ない。黒曜石は赤い縞状の筋が入ったものが多く見られるの

が特徴である。

このうちの土器９点、石器５点を掲載した。

土器は図１４�１がテストピット３出土の口縁部破片である。口唇には刻みが見られる。２、３は１
号周堤墓、トレンチⅠの８区より出土した口縁部破片である。２は無文、３は口唇に刻みが見られる。

４は２号周堤墓、トレンチⅠの３区より出土した口縁部破片である。５は１号周堤墓内、立石３５のサ

ブトレンチより出土した底部から胴部にかけての破片である。胴部は無文で、底部はやや上げ底になっ

ている。６から９はグリッド調査区出土のもので、６が胴部破片、７が底部破片、８、９は土製品で

ある。８は円盤状の土製品、９はミニチュア土器である。ミニチュア土器は高さ３�、最大幅４�の
台付鉢である。口縁部に欠損があり、全体に無文である。

年代決定が可能な土器は少ないが１～３などは縄文時代晩期の特徴を示すものと考えられ、周堤墓

の時期とされる縄文時代後期末に比定できるものは４の口縁部破片が考えられる。

石器は図１５�１～３が黒曜石製の石鏃で１、２が２号周堤墓、トレンチⅢから出土した。１、２に
ついては黒曜石の原産地分析を行い、十勝地区上士幌・美蔓系との結果が出ている（Ⅳ章�３）。３は
グリッド調査区出土のもので先端部を失っている。被熱していたため、黒曜石の原産地分析では産地

の判別が出来なかった。４は１号周堤墓、トレンチⅡより出土した黒曜石製の石槍またはナイフであ

る。５はグリッド調査区出土の黒曜石製のRフレイクである。４、５の黒曜石には赤い縞状の模様

が見られるのも特徴である。
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図１４ 調査出土土器と旭川市博物館資料（土器）
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図１５ 調査出土石器と旭川市博物館資料（石器）
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Ⅲ 関連資料調査

１ 既往の調査と資料の現況

既往の調査については、芦別市星の降る里百年記念館所蔵の公文書、新聞記事、研究誌、写真資料

（図版１６）などによって明らかになったところが大きい。特に発見から保存までの経緯については芦

別郷土史研究会の矢野等氏の論文に詳述されている（矢野等１９９８）。また、平成２４年度の調査時には

矢野等氏本人から直接聞き取りをすることができた。

これらに基づき既往の調査に係る部分を整理した。

【昭和２８年の調査】

昭和２８年に市教委と芦別郷土史研究会によって石組（配石）を主とする遺跡として認識されたのが

野花南周堤墓群の調査の始まりと考えられる。矢野氏の記述や証言によると、直径１５ｍの円形の周囲

に土が盛り上げられて、その円内が４～５０�ほど低くなっていたことがわかる。さらにこの円の中心
部について、簡易な発掘が行われ、石組（１４個の配石）を発見したとされる。これらが現在の１号周

堤墓の周堤とその中央部の石組にあたるものと考えられる。

【昭和２９年の調査】

昭和２９年には当時札幌短期大学の講師であった河野広道氏を招いて市教委と芦別郷土史研究会によ

り発掘調査が行われた。矢野氏の記述と証言によると１号周堤墓内の石組（１４個の配石）については

観察のみにとどまり、これを取り巻く土盛りについて河野氏により環状土籬、アースサークル（現１

号周堤墓）との位置づけがなされた。

このときの発掘調査はこの１号周堤墓の中心から北へ２３ｍにある浅い窪地内で行われたとされる。

これには直径５ｍほどの円形の盛土を伴っていたため、河野氏によってこれも周堤墓と位置付けられ

た（現２号周堤墓）。発掘の結果は地表下３０�ほどのところから平らな石が４点発見された。現在の
２号周堤墓の石組とされるものにあたる。

百年記念館にはこの当時の写真が残されていた（図版１６）。写真からは調査が２か所で行われ、１

か所は深く大きく掘り下げられているようすが見受けられる。大きな穴は２号周堤墓の石組下にあた

るものと考えられ、大小の礫が穴の外に掘り上げられていることがわかる。

この調査時に出土した遺物と考えられる資料が旭川市博物館所蔵の河野広道氏資料である。資料は

遺物のみで、文書、写真などの記録類は確認できなかった（Ⅲ章�２）。
【昭和３０年の調査】

昭和３０年には幾寅小学校校長の近江正一氏を招いての市教委による発掘調査が行われた。矢野氏の

記述と証言によると、このときの調査で、１号周堤墓の半月状の石組の下が調査され、埋め戻した後

に石組の礫が散乱していたため、矢野氏が元のように並べたことがわかっている。これにより、１号

周堤墓の石組は原位置を保たず、その下も大きく掘られている可能性が高まった。

【昭和３７年の復原整備】

昭和３７年には、野花南周堤墓群が市指定文化財になる前に、遺跡の整備が行われた。聞き取りによ

ると、このときに１号周堤墓の周堤について、周囲の土を掘り上げて盛ったことがわかっている。こ

れは記念館に写真資料も残っており、現周堤が耕作土によるものであることがここからもわかる（図

版１６）。また、聞き取りでは現存する１号周堤墓内の立石が周堤復元後に外から持ち込まれたことも
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明らかになった。

これらの経緯に関連する遺物資料については、百年記念館において確認することができなかった。

関連資料として野花南周堤墓群に隣接する野花南矢野沢遺跡出土遺物について資料化を行った。

２ 旭川市博物館所蔵河野広道氏調査資料（図１４、１５ 図版１１、１２）

旭川市博物館には河野広道氏が調査された資料が所蔵されており、この中に「野花南」と記された

資料が含まれている。「河野広道ノート」など河野広道氏の記述にはなく、また旭川市博物館にも関

連する記録は残されてはいないが、昭和２９年に河野氏が発掘調査をしたときの出土遺物の可能性が高

く、今回の調査出土遺物を除けば、野花南周堤墓群における唯一の出土遺物である。

現状は３つの紙箱に収納されており、それぞれ３０６５、３０７２、無番号のものである。無番号のものに

ついては仮に３０７２（２）とした。内訳は土器片が２３点、石器が１１点である。

箱３０６５は土器が１１点、剥片石器が３点、石斧１点である。箱内に同梱されたメモ書きには「芦別ノ

カナン 環状土籬附近」との記述が残る。図１４ ３０６５�１～１１が土器片、図１５ ３０６５�１２～１５が石器類
である。土器は１～４は口縁部で、１～３には突瘤文を伴う。５～１０は胴部片で、１１はわずかに上げ

底の底部片である。１２、１３は黒曜石製の石錐である。１４は黒曜石製のスクレイパー、１５は泥岩製の石

斧片である。

箱３０７２は土器５点、剥片石器５点、石斧２点である。同梱されたメモには「野花南丸谷運吉氏方」

との記述が残る。丸谷氏は遺跡から６００ｍ南に在住の方である。図１４ ３０７２�１、２は口縁部破片で、
３～５は胴部破片である。図１５ ３０７２�６は黒曜石製のつまみ付きナイフである。７～１０は黒曜石製
のスクレイパーである。１１、１２は泥岩製の石斧片である。

箱３０７２（２）は土器が７点である。同梱されたメモには「芦別野花南」との記述が残る。図１４�３０７２（２）
�１～３は口縁部破片である。突瘤文や刻み列など縄文時代後期の特徴を示すものが見られる。４～
６は胴部破片で、７は底部破片である。

３ 芦別市星の降る里百年記念館所蔵野花南矢野沢遺跡出土戸塚栄氏収集資料

（図１６ 図版１３、１４、１５）

野花南矢野沢遺跡は野花南周堤墓群の北隣に位置する、縄文時代後期から晩期を主体とする遺跡で

ある。この資料は芦別郷土史研究会の戸塚栄氏が野花南矢野沢遺跡で採取した遺物を百年記念館に寄

贈されたものである。

小破片を除いて縄文土器片６０点、石器、石器片１１８点、石製品２２点、計２００点ある。土器は縄文時代

中期から晩期まで幅広く認められるが、晩期のものが多い。石器は黒曜石製の石鏃や石槍、つまみ付

きナイフ、スクレイパーからなり、黒曜石以外の石材はわずかである。

最も特徴的な遺物は石製品で、滑石製の勾玉、垂飾類、黒曜石製の異形石器などである。いずれも

縄文時代後期末から晩期にかけての遺物とされている。これらのすべてを写真で掲載し（図版１３、１４、

１５）、このうちの１９点を掲載した。

図１６�１～５は玉である。６～１３は勾玉である。このうち１１～１３は穿孔されていない未成品である。
１４は石炭製の垂飾と考えられる。１５～１９は異形の石製品である。いずれも穿孔がなされているので玉

類と同様に装飾品と考えられる。
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図１６ 野花南矢野沢遺跡出土資料（Ｓ＝１：２）
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Ⅳ 自然科学的分析結果

分析については、放射性炭素年代測定と黒曜石原産地分析を行った。放射性炭素年代測定について

は㈱加速器分析研究所に委託して、現地にて採取した炭化物をサンプルとして測定した。黒曜石原産

地分析については、明治大学黒曜石研究センターに依頼して、現地で出土した黒曜石製遺物３点をサ

ンプルとして分析を行った。

１ 放射性炭素年代測定

年代測定は平成２５年度調査時にトレンチⅠ、Ⅱの２箇所の土層断面より採取できた炭化木片により

行った。採取地点は各トレンチの土層断面図内に記されている（図６、８）。年代測定に適した採取

可能な試料を確認することができなかったが、この２か所については質、量ともにまとまった唯一の

資料であった。

この年代測定については当初１号周堤墓の年代決定を目指していたが、墓坑や配石などの周堤墓に

伴うことが確実な遺構からのサンプリングが出来なかったため、遺構内に堆積する土層層位の年代を

決定することを目的とした。

サンプルを採取できた地点の層位は２か所のサンプルともに周堤墓周堤部の盛土と近代以降に復原

された周堤部との不明瞭な境界位置にあたったため、この層の時期を明らかにすることで、周堤の復

元がどの層まで及んでいるかを明らかにし、縄文時代の堆積層の上限を明らかにすることを目的とし

た。

【年代測定資料】

１号周堤墓出土炭化物片（平成２５年度調査トレンチⅠ採取試料） １件 ４．５g

１号周堤墓出土炭化物片（平成２５年度調査トレンチⅡ採取試料） １件 ３．５g

結果として、採取したサンプルにより測定された年代は周堤墓に係る年代ではなく、このサンプル

が近代以降のものであることが考えられた。これにより、当初の予測よりもこの時期の遺構改変がか

なり進んでいたことが明らかになった。また、この結果は土層断面図にも反映している。

『芦別市野花南周堤墓群における放射性炭素年代（AMS測定）』

㈱加速器分析研究所

１ 測定対象試料

芦別市野花南周堤墓群は、北海道芦別市野花南町３２５６・３２５７（北緯４３°２７′２９″、東経１４２°１６′３３″）

に所在し、空知川左岸、標高約１２０ｍの河岸段丘上に立地する。測定対象試料は、１号周堤墓の周堤

部から出土した炭化物２点である（表１）。周堤部に掘削されたトレンチ内では、縄文時代後期と推

定される周堤と、昭和３７年頃に復原された周堤が検出され、両者の境界に当たる位置から試料が採取

された。

２ 測定の意義

現地で確認が困難であった現周堤と縄文時代の周堤との境を確認する。また、周堤墓の構築に係る

周堤（盛土）の年代を明らかにすることで、周堤墓の年代の基準を得る。

３ 化学処理工程

� メス・ピンセットを使い、根・土等の付着物を取り除く。
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� 酸－アルカリ－酸（AAA : Acid Alkali Acid）処理により不純物を化学的に取り除く。その後、

超純水で中性になるまで希釈し、乾燥させる。AAA処理における酸処理では、通常１mol／�（１
M）の塩酸（HCl）を用いる。アルカリ処理では水酸化ナトリウム（NaOH）水溶液を用い、０．００１

Mから１Mまで徐々に濃度を上げながら処理を行う。アルカリ濃度が１Mに達した時には

「AAA」、１M未満の場合は「AaA」と表１に記載する。

� 試料を燃焼させ、二酸化炭素（CO２）を発生させる。

� 真空ラインで二酸化炭素を精製する。

� 精製した二酸化炭素を鉄を触媒として水素で還元し、グラファイト（C）を生成させる。

� グラファイトを内径１�のカソードにハンドプレス機で詰め、それをホイールにはめ込み、測定
装置に装着する。

４ 測定方法

加速器をベースとした１４C�AMS専用装置（NEC社製）を使用し、１４Cの計数、１３C 濃度（１３C／１２C）、１４C
濃度（１４C／１２C）の測定を行う。測定では、米国国立標準局（NIST）から提供されたシュウ酸（HOx

Ⅱ）を標準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。

５ 算出方法

� δ１３C は、試料炭素の１３C濃度（１３C／１２C）を測定し、基準試料からのずれを千分偏差（‰）で表し

た値である（表１）。AMS装置による測定値を用い、表中に「AMS」と注記する。

� １４C 年代（Libby Age : yrBP）は、過去の大気中１４C濃度が一定であったと仮定して測定され、１９５０

年を基準年（０yrBP）として遡る年代である。年代値の算出には、Libby の半減期（５５６８年）を使

用する（Stuiver and Polach １９７７）。１４C年代は δ１３C によって同位体効果を補正する必要がある。

補正した値を表１に、補正していない値を参考値として表２に示した。１４C年代と誤差は、下１桁

を丸めて１０年単位で表示される。また、１４C年代の誤差（±１σ）は、試料の１４C年代がその誤差範囲

に入る確率が６８．２％であることを意味する。

� pMC（percent Modern Carbon）は、標準現代炭素に対する試料炭素の１４C濃度の割合である。

pMCが小さい（１４Cが少ない）ほど古い年代を示し、pMCが１００以上（１４Cの量が標準現代炭素と

同等以上）の場合Modern とする。この値も δ１３C によって補正する必要があるため、補正した値

を表１に、補正していない値を参考値として表２に示した。

� 暦年較正年代とは、年代が既知の試料の１４C濃度をもとに描かれた較正曲線と照らし合わせ、過

去の１４C濃度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、１４C年代に対応する

較正曲線上の暦年代範囲であり、１標準偏差（１σ＝６８．２％）あるいは２標準偏差（２σ＝９５．４％）

で表示される。グラフの縦軸が１４C年代、横軸が暦年較正年代を表す。暦年較正プログラムに入力

される値は、δ１３C 補正を行い、下１桁を丸めない１４C年代値である。なお、較正曲線および較正プ

ログラムは、データの蓄積によって更新される。また、プログラムの種類によっても結果が異なる

ため、年代の活用にあたってはその種類とバージョンを確認する必要がある。ここでは、暦年較正

年代の計算に、IntCal１３データベース（Reimer et al．２０１３）を用い、OxCalv４．２較正プログラム

（Bronk Ramsey ２００９）を使用した。暦年較正年代については、特定のデータベース、プログラ

ムに依存する点を考慮し、プログラムに入力する値とともに参考値として表２に示した。暦年較正

年代は、１４C年代に基づいて較正（calibrate）された年代値であることを明示するために「cal BC／

AD」（または「cal BP」）という単位で表される。
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６ 測定結果

測定結果を表１、２に示す。

試料の１４C年代は、No．１が１００±２０yrBP、No．２が１１０±２０yrBP で、両者の値は誤差（±１σ）の範

囲で一致する。

暦年較正年代（１σ）は、No．１が１６９７～１９１７cal AD、No．２が１６９２～１９２０cal ADの間に４つの範

囲で示される。なお、これらの較正年代については、表２注の警告に示されるように、表２及び暦年

較正年代グラフに記載された範囲より新しい年代（IntCal１３で較正可能な範囲を超える年代）である

可能性がある。したがって、炭化物No．１、２の較正年代は、縄文時代後期より明らかに新しく、昭

和３７年（西暦１９６２年）頃に近い結果となっている。

試料の炭素含有率は７０％を超える十分な値で、化学処理、測定上の問題は認められない。

表１ 放射性炭素年代測定結果（δ１３C 補正値）

測定番号 試料名 採 取 場 所
試料

形態

処理

方法
δ１３Ｃ（‰）（AMS）

δ１３Ｃ補正あり

Libby Age（yrBP） pMC（％）

IAAA�１３１６４３ No．１
１号周堤墓Ⅰトレンチ盛土

（周堤墓周堤部）
炭化物 AAA �２５．６５±０．２６ １００±２０ ９８．８２±０．２８

IAAA�１３１６４４ No．２
１号周堤墓Ⅱトレンチ盛土

（周堤墓周堤部）
炭化物 AAA �２０．７７±０．２５ １１０±２０ ９８．５９±０．２５

［＃６１０１］

表２ 放射性炭素年代測定結果（δ１３C 未補正値、暦年較正用１４C年代、較正年代）

測定番号
δ１３C 補正なし 暦年較正用

（yrBP）
１σ暦年代範囲 ２σ暦年代範囲

Age（yrBP） pMC（％）

IAAA�１３１６４３ １１０±２０ ９８．７０±０．２８ ９５±２３

１６９７calAD�１７２５calAD（２３．６％）＊
１８１５calAD�１８３６calAD（１７．１％）＊
１８７７calAD�１８９７calAD（１５．７％）＊
１９０３calAD�１９１７calAD（１１．７％）＊

１６９０calAD�１７３０calAD（２６．０％）＊
１８１０calAD�１９２５calAD（６９．４％）＊

IAAA�１３１６４４ ４０±２０ ９９．４５±０．２５ １１４±２０

１６９２calAD�１７０９calAD（１０．５％）＊
１７１８calAD�１７２８calAD（６．３％）＊
１８１２calAD�１８８９calAD（４５．７％）＊
１９１０calAD�１９２０calAD（５．７％）＊

１６８２calAD�１７３５calAD（２７．８％）＊
１８０６calAD�１８９７calAD（５４．９％）＊
１９０２calAD�１９３０calAD（１２．７％）＊

［参考値］ ＊Warning！ Date probably out of range

［図］暦年較正年代グラフ（参考）
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２ 黒曜石原産地分析

今回の調査において出土した遺物の中で最も多いものが黒曜石製のフレイク・チップであった。そ

の大半が赤い縞状の筋が入った白滝赤石山産と考えられるものであったため、これ以外の黒曜石製の

遺物について分析を依頼した。遺物は周堤墓などの遺構に伴う可能性のある石鏃３点である。試料１、

２は２号周堤墓の範囲内にあたるトレンチⅢから出土した。試料３は１号周堤墓内のグリッド調査区

から出土した。この３点については図１５�１、２、３に掲載した。トレンチⅢ出土の２点については
判別が出来たが（図１５�１、２）、グリッド調査区出土のもの（図１５�３）は判別が出来なかった。被
熱による影響が大きかったことが原因として考えられる。

『北海道芦別市野花南周堤墓群出土黒曜石製遺物の原産地推定』

明治大学研究・知財戦略機構 金成太郎、土屋美穂 明治大学名誉教授 杉原重夫

２０１４年１月１０日

１．はじめに

考古学研究では、遺物が遺跡へと至るまでの来歴を辿ることによって、個々の時代における人々の

行動様式や流通関係に迫ることが可能となる。特に狩猟・採集によって生計を立てていたと考えられ

ている石器時代においては、石器に使用する石材の原産地推定が、空間的な人の動きに迫るための有

効な分析方法となる。なかでも、火山の噴出物として生成された黒曜石は、結晶構造をもたず、斑晶

の含有量が少ないことから元素組成が安定おり、このような黒曜石の岩石学的特質に着目して、今日

まで様々な理化学的分析方法を用いた原産地推定が行われている。特に蛍光Ｘ線分析装置を用いた分

析は、装置の操作や測定の前処理が容易である点や、特に資料を非破壊で測定できるなどといったメ

リットにより、考古資料の扱いに適している。また、比較的短い時間で測定できるという点で、分析

対象が出土遺物全般におよぶ石器研究においては非常に有効な測定手段といえる。以上のような経緯

で、今回も蛍光X線分析装置を用いた原産地推定を行った。石器石材（黒曜石・サヌカイト等）の

元素組成を根拠とした原産地推定のフローチャートを図１に示す。

２．測定方法

蛍光Ｘ線法を用いて黒曜石の正確な元素分析値を得るには、内部が均質で表面形態が一様な試料を

作製し、検量線法などによって定量的に分析を行うのが一般的である。そのためには、試料を粉砕し

てプレスしたブリケットを作製するか、もしくは溶融してガラスビードを作製する必要がある。しか

しながら、遺跡から出土した遺物は、通常、非破壊での測定が要求されるため、上記の方法をとるこ

とは困難である。そのため、遺物に直接Ｘ線を照射する定性（半定量）分析が行われている。このよ

うな直接照射によって発生する蛍光Ｘ線の強度そのものは、試料の状態や装置の経年変化によって変

動する可能性が高いが、特定元素の強度同士の比を採った場合はその影響は小さいと考えられている。

今回は測定強度比をパラメータとして原産地推定を行った。

３．試料の前処理

比較用の産出地採取原石については、必要に応じて新鮮な破断面または研磨面を作製し、超音波洗

浄器によるクリーニングを行った。遺跡出土遺物は、多くの場合新鮮で平滑な剥離面があるため、試

料表面をメラミンスポンジとアルコールで洗浄してから測定を行った。特に汚れがひどい遺物のみ超

音波洗浄器を用いた。
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図１ 石材遺物（黒曜石）の原産地推定
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４．装置・測定条件

蛍光Ｘ線の測定には明治大学黒耀石研究センター（センター長 小野昭）所管のエネルギー分散型

蛍光X線分析装置 JSX�３１００s（日本電子株式会社）を用いた。X線管球はターゲットがRh（ロジウ
ム）のエンドウインドウ型を使用した。管電圧は３０kV、電流は計数率が最適になるよう自動設定と

した。X線検出器は Si（ケイ素）／Li（リチウム）半導体検出器を使用した。試料室内の状態は真空雰

囲気下とし、Ｘ線照射面径は１５�とした。測定時間は２４０sec である。測定元素は、主成分元素はケ
イ素（Si）、チタン（Ti）、アルミニウム（Al）、鉄（Fe）、マンガン（Mn）、マグネシウム（Mg）、

カルシウム（Ca）、ナトリウム（Na）、カリウム（K）の計９元素、微量元素はルビジウム（Rb）、ス

トロンチウム（Sr）、イットリウム（Y）、ジルコニウム（Zr）の計４元素の合計１３元素とした。また、

Ｘ線データ解析ソフトには、旧明治大学文化財研究施設製；JsxExt を使用した。

５．原産地推定の方法

黒曜石はケイ酸、アルミナ等を主成分とするガラス質火山岩であるが、その構成成分は産出地によ

る差異が認められる。とりわけ微量元素のRb、Sr、Y、Zr では産出地ごとの組成差がより顕著となっ

ている。望月は、この産地間の組成差から黒曜石の産地推定が可能であると考え、上記の４元素にK、

Fe、Mnの３元素を加えた計７元素の強度比を組み合わせることで産地分析を行っている（望月ほか

１９９４、望月１９９７）。これら７元素による原産地分析の有効性は、ガラスビードを用いた定量分析によっ

ても裏付けられている（嶋野ほか２００４）。ここでも、上記した望月の判別方法に準拠する形をとるこ

ととし、原産地推定のパラメータにRb分率｛Rb強度×１００／（A=Rb強度＋Sr 強度＋Y強度＋Zr 強

度）｝、Sr 分率（Sr 強度×１００／A）、Mn強度×１００／Fe 強度、log（Fe 強度／K強度）を用いて判別図

を作製し、判別分析は Zr分率（Zr 強度×１００／A）を加えて行った。

６．黒曜石原産地の判別

６－１．判別図

判別図は、視覚的に分類基準が捉えられる点、および判定基準が分かりやすいというメリットがあ

る。また、測定結果の提示に際し、読者に理解しやすいという点も有効であろう。まず、各産出地採

取試料（基準試料）の測定データを基に２種類の散布図（Rb分率 vs Mn×１００／Fe、Sr 分率 vs log

（Fe／K））を作製し、各原産地を推定するための判別域を決定した。次に遺物の測定結果を重ね合わ

せて大まかな判別を行った。基準試料の測定強度比の平均値を表１に示す。

６－２．判別分析

判別図や測定値の比較による原産地の推定は、測定者ごとの恣意的な判断を完全に排除することは

難しい。そこで、多変量解析の一つである判別分析を行った。判別分析では、上記のパラメータを基

にマハラノビス距離を割り出し、各原産地に帰属する確率を求めた。距離と確率とは反比例の関係に

あり、資料と各原産地の重点間の距離が最も短い原産地（群）が第一の候補となる。なお、分析用ソ

フトには旧明治大学文化財研究施設製；MDR１．０２を使用した。また、判別結果の参考資料として、

各原産地（重点）間のマハラノビス距離を提示した（表２）。

７．黒曜石原産地の名称と地理的な位置づけ

北海道・東北地方の黒曜石原産地（附図１）の選定にあたっては、日本の黒曜石産出地データベー

ス（杉原・小林２００４、２００６）を使用し、この中から、既存の文献・資料を参考にして現地調査を行い、

石器石材に利用可能と思われる黒曜石の産出地を選択した（金成ほか２００７、２０１０）。

黒曜石原産地（obsidian source）の判別にあたっては、各産出地を火山体、島嶼、河川流域、岩

石区等の地形・地質的条件によって枠組みを行い、これを「地区；area」と名づけ、現在、黒曜石を
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表１ 北海道・東北地方における黒曜石の測定値（強度比）

表３ 北海道・東北地方における黒曜石原産地の区分

産出量：◎多、○有、△少、―極少

原産地 Rb分率 Sr 分率 Zr 分率 Mn×１００／Fe Fe／K

名寄系A ; n＝５６
平均値： ２９．８３３２ ２４．０４５０ ３４．２９４２ ２．２０２７ １．９５０５
標準偏差： ０．６１７７ ０．５３５６ ０．６８７２ ０．０４８７ ０．０２９０

名寄系B ; n＝１１
平均値： ３５．３１７５ １２．４３６３ ３２．９２９７ １．５０２０ １．５６８７
標準偏差： ０．５２０１ ０．５４５９ ０．４４６８ ０．０５９９ ０．０３７４

赤石山系；n＝１５１
平均値： ４６．１０６４ １０．０６６９ ２４．１９４７ ３．６７９９ １．２８０９
標準偏差： ０．８９８０ ０．７５７５ １．０００７ ０．１５１７ ０．０５６９

十勝石沢系；n＝１１６
平均値： ５３．３２２８ ４．０４２６ １９．９２９４ ４．５３０６ １．２２７４
標準偏差： １．０４７５ ０．７９７５ １．１０９４ ０．１１１０ ０．０３０５

社名淵系；n＝２０
平均値： ３０．０００２ １３．２１９８ ３９．５４２９ ３．２０２２ １．８７４８
標準偏差： ０．５２４３ ０．５７７５ ０．６１９２ ０．０５９２ ０．０３８９

生田原系；n＝６３
平均値： ３０．３８１８ ９．７１５５ ４５．５４４１ １．６２２９ １．７９６９
標準偏差： ０．６６７１ ０．５１１５ ０．８２５４ ０．０４７３ ０．０３９４

置戸山系；n＝２５
平均値： ２６．０７７０ ２１．６０６９ ４０．１１４６ ３．０１５３ ２．１４８５
標準偏差： ０．６３２５ ０．４８４１ ０．８２２２ ０．０６０８ ０．０６６３

所山系；n＝３７
平均値： ３５．８９８１ １８．３６７３ ３０．９６３４ ３．２６１５ １．３７５７
標準偏差： ０．６３７４ ０．５０７３ ０．６８０９ ０．０８０９ ０．０３９２

ケショマップ系；n＝６４
平均値： ２７．３９１７ ２７．７６６１ ３２．５９９０ ２．７８７５ ２．４６７４
標準偏差： ０．６９３４ １．０１６４ ０．７４８８ ０．１３９９ ０．０３０６

旭川A・滝川系A ; n＝１８
平均値： ３１．０５６８ ２７．３１１９ ２８．９１０８ ３．０８６５ ２．０８１１
標準偏差： ０．５５４４ ０．５６２６ ０．６４１４ ０．０６１１ ０．０７０３

旭川系B ; n＝１０
平均値： ２５．４０１６ ３１．９１１１ ３２．１１８５ ２．９２０３ ３．０８０３
標準偏差： ０．６７４１ ０．８８３４ １．３６３２ ０．０５０１ ０．０５８０

上士幌・美蔓系A ; n＝１１５
平均値： ４０．０８００ １５．０５８２ ２６．３３６７ ３．８１４７ １．３０６６
標準偏差： ０．８８２２ ０．７６７０ ０．９５６９ ０．０８６２ ０．０３９２

美蔓系B ; n＝２０
平均値： ３１．６８６３ ２４．９７９９ ２９．８９１９ ２．４０２０ ２．１５９８
標準偏差： ０．９９５０ ０．５９０７ ０．９２６８ ０．０５４６ ０．１４０６

赤井川系；n＝４２
平均値： ３８．７７９８ １６．１２５７ ２８．２１１８ ４．８９３３ １．２３２２
標準偏差： ０．８０４８ ０．７３５７ ０．９４３６ ０．０７５４ ０．０２４８

豊浦系；n＝２０
平均値： ２３．９３０５ ２７．１５６２ ３６．４４９９ ４．３７９７ １．７４０１
標準偏差： ０．７５３２ ０．７５５４ ０．６１６１ ０．１２１１ ０．０４１５

小泊系；n＝２５
平均値： ４６．４６５８ １２．０２９３ ２６．５０７３ ３．５２９６ ０．９６５１
標準偏差： ０．７５９９ ０．５１６６ ０．９８４９ ０．１０１４ ０．０１９１

西青森系；n＝２９
平均値： ４０．３１４６ １７．３９７７ ２５．５７０６ ３．７３４４ １．４３３０
標準偏差： ０．５０８０ ０．５８２７ ０．８５７６ ０．０７２５ ０．０２６４

岩木山系；n＝５２
平均値： ２７．７６７３ ３０．４２５４ ２５．７２６４ １２．９９７３ １．２３６３
標準偏差： ０．９６０１ １．１５９５ １．０５１８ ０．２５８６ ０．０４３０

深浦系；n＝４０
平均値： １５．１６４７ ０．７１２５ ７３．２５６９ ２．２０４９ ２．６９６８
標準偏差： ０．４１８９ ０．３９２３ ０．６１１２ ０．０７５４ ０．０６１０

男鹿系；n＝４７
平均値： ４０．４１３１ ２２．６５３６ ２１．９７８２ １６．５４７０ ０．８３１９
標準偏差： ０．６５９１ ０．６２７３ ０．８５６９ ０．１５５１ ０．０１６６

北上系A ; n＝４４
平均値： １９．３５４７ ２４．０８１８ ４１．９０１２ ３．７９８５ ２．８２２２
標準偏差： ０．７９３１ ０．９５１１ ０．８５４８ ０．１３９８ ０．１１６６

月山系；n＝５５
平均値： ３１．０５６０ ２８．７６９４ ２６．０８８１ １１．９６０１ １．０４７８
標準偏差： １．４２６３ １．５９５１ １．４８８１ ０．３４１２ ０．０４１６

湯の倉系；n＝１６
平均値： ９．２３６３ ３５．７３２９ ４６．１１１２ ２．６６９８ ８．４９４３
標準偏差： ０．８６６７ ０．７１２８ ０．５７３９ ０．０３３８ ０．１７５５

色麻系；n＝２１
平均値： ６．５８６２ ３２．４３９８ ４８．７３０９ ５．３９９４ ８．１６８１
標準偏差： ０．５６６８ ０．８２２６ ０．７２３３ ０．０６７５ ０．１８２２

土蔵系；n＝１６
平均値： ７．１０２３ ４０．０１６２ ４０．９１３０ ２．４７０７ １７．９１２８
標準偏差： ０．６３１１ ０．６１９１ ０．８７０４ ０．０３１３ ０．４０８２

馬場町北系；n＝１９
平均値： ６．７７３９ ３８．００１９ ４２．５５９３ ２．８９９６ １３．１９２３
標準偏差： ０．６１０３ ０．８０６５ １．２０３９ ０．０６５１ ０．４９６６

四方峠系；n＝２９
平均値： ７．１５７９ ３９．９２７２ ４２．６６５０ ４．５５２９ ９．７７８４
標準偏差： １．０６０４ １．３４８４ １．１８０２ ０．１３５９ １．０５６６

前川系；n＝１７
平均値： １２．１７２０ ３２．４７８９ ４６．５７６４ ２．５１１１ ４．４６００
標準偏差： ０．４６１４ ０．６６０７ ０．７００１ ０．０４６１ ０．０７８２

地区（area） 系（series） 産出地（point） 産出量

ａ）北海道地方 名寄地区 名寄系 智恵文川、忠烈布川、朝日川、下川橋 △
白滝地区 赤石山系 赤石山、八号沢、球顆の沢、幌加沢、流紋沢川、幌加蜂の巣沢、幌加湧別川、湧別川 ◎

十勝石沢系 十勝石沢の露頭、十勝石沢川、白土の沢、あじさいの滝、IK露頭、幌加蜂の巣沢、幌加湧別川（野宿の沢）、湧別川 ◎
社名淵地区 社名淵系 サナブチ川、湧別川 △
生田原地区 生田原系 仁田布川、背谷牛山南東麓 ○
置戸地区 置戸山系 置戸山、訓子府川、墓地の沢川、常呂川 ○

所山系 所山、オンネアンズ川、墓地の沢川、常呂川 ○
ケショマップ地区 ケショマップ系 ケショマップ川、七ノ沢（武利川） △
旭川地区 旭川系 高砂台（雨粉台）、近文台 ―
滝川地区 滝川系 江部乙、秩父別、大和、美葉牛 ―
十勝地区 上士幌系 十一の沢、タウシュベツ川、芽登川、旭ヶ丘、居辺川、音更川 ○

美蔓系 十勝川、鎮練川、佐幌川 △
赤井川地区 赤井川系 土木川 ○
豊浦地区 豊浦系 豊泉 △

ｂ）東北地方 小泊地区 小泊系 小泊中学校、折腰内 ―
西青森地区 西青森系 鷹森山、天田内川、新城川 ―
岩木山地区 岩木山系 出来島、鳴沢川（建石町）、中村川、鶴ヶ坂 △
深浦地区 深浦系 六角沢、岡崎浜 △
男鹿地区 男鹿系 金ヶ崎、脇本 ○
北上地区 北上系 雫石（小赤沢）、折居、花泉 ―
月山地区 月山系 田代沢・大越沢、長防山、上野新田（小野木山） ○
湯の倉地区 湯の倉系 湯の倉 ―
色麻地区 色麻系 東原 △
秋保地区 土蔵系 土蔵、水上南 ―

馬場町北系 馬場町北 ○

芦別市 野花南周堤墓群
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表２ 判別分析における群間距離（マハラノビス距離）

表４ 野花南周堤墓群における原産地推定の集計結果

表５ 野花南周堤墓群出土黒曜石製遺物の原産地推定結果

名寄系Ａ 名寄系Ｂ 赤石山系 十勝
石沢系 社名淵系 生田原系 置戸山系 所山系 ケショ

マップ系
旭川Ａ・
滝川系Ａ 旭川系Ｂ 上士幌・

美蔓系Ａ 美蔓系Ｂ 赤井川系

名寄系Ａ ０ １２７１ ７１７ １５４０ ６８２ ９１３ ４３１ ２８０ ３８８ ５５７ ２９７８ ５２３ ６９ １６８９
名寄系Ｂ １２７１ ０ ４１３ １１６８ １０８３ ３０８ ２３４５ ９５４ １３９３ ３４５４ ５５８６ ８０３ １２０３ ２１６６
赤石山系 ７１７ ４１３ ０ １５９ １６３３ ３１２３ ２２７０ ４８８ ４７７４ １６１４ ４８７５ ７１ １６２２ ４８３
十勝石沢系 １５４０ １１６８ １５９ ０ ３３９０ ６７４６ ４４１６ １４８２ ７７１７ ２８９７ ６１８９ ３９６ ４２３５ ６９０
社名淵系 ６８２ １０８３ １６３３ ３３９０ ０ １１６７ ４５２ ４２６ １１８３ ８８７ １５４８ ３２５ ７９９ １０４７
生田原系 ９１３ ３０８ ３１２３ ６７４６ １１６７ ０ １７３６ １１２４ １０１４ ３２９４ ３８４３ １０２３ １９３２ ２４９７
置戸山系 ４３１ ２３４５ ２２７０ ４４１６ ４５２ １７３６ ０ ５６７ ３２５ ３８９ ４６９ ４５０ ２２１ １５６２
所山系 ２８０ ９５４ ４８８ １４８２ ４２６ １１２４ ５６７ ０ ２７８８ ５２３ ４０６７ ９１ ３２３ ５２０
ケショマップ系 ３８８ １３９３ ４７７４ ７７１７ １１８３ １０１４ ３２５ ２７８８ ０ ７１ ３３５ ６００ １０７ １８９４
旭川Ａ・滝川系Ａ ５５７ ３４５４ １６１４ ２８９７ ８８７ ３２９４ ３８９ ５２３ ７１ ０ １２２７ ３９５ ２５６ １１６９
旭川系Ｂ ２９７８ ５５８６ ４８７５ ６１８９ １５４８ ３８４３ ４６９ ４０６７ ３３５ １２２７ ０ １０１３ ３３７ ２８６４
上士幌・美蔓系Ａ ５２３ ８０３ ７１ ３９６ ３２５ １０２３ ４５０ ９１ ６００ ３９５ １０１３ ０ １０５９ ２３１
美蔓系Ｂ ６９ １２０３ １６２２ ４２３５ ７９９ １９３２ ２２１ ３２３ １０７ ２５６ ３３７ １０５９ ０ １５７５
赤井川系 １６８９ ２１６６ ４８３ ６９０ １０４７ ２４９７ １５６２ ５２０ １８９４ １１６９ ２８６４ ２３１ １５７５ ０
豊浦系 ５９５ ２０５５ ２２５７ ３２８２ ３９３ １２３２ １６１ １０４６ ３９８ ４４３ ８６７ １４７４ ６４３ １００７
小泊系 ２１０１ １２５５ ４６１ ９５７ ２２３５ ２０７７ ３０６７ ７０７ ４０７９ ３０３４ ６３５８ ６２５ ２６３５ １０４０
西青森系 １２５１ １５５７ ３７１ １３０２ ９１１ ２００５ １７００ ２０１ ２２１０ １１９６ ４１０１ ５１ １１６８ ２９９
岩木山系 ２３０９ ３２６８ ２９７６ ３２０３ ２１３７ ３１６７ １９９５ ２５２０ １８１４ １７８７ １８０８ ２５３１ ２０５６ ２０９１
深浦系 ７４２５ ６０７５ １５０９１ ２３０９３ ５８７４ ３１６０ ６００９ ９５５２ ８８７３ １０４４２ １０５２２ １２７８９ ８９０５ １４７６３
男鹿系 ９５５７ １０６６３ ８５２８ ８９１９ ８８１５ １０７８６ ９１２１ ７８５４ ９８０９ ８７７５ １０９５８ ７６４７ ９６６５ ６２５１
北上系Ａ １６００ ４６２２ ２５１１ ２８３５ １１６３ ３９７４ ６０４ １７９９ ５２６ ７７０ ３３１ １６７４ １２４６ ９８２
月山系 ２８６０ ４７２２ ４４０８ ４９１６ ２７５４ ３８４１ ２１７７ ３２３６ ２３３３ ２４２９ ２２９６ ３５１６ ２９４３ ２６４０
湯の倉系 １２０７７ １８０６５ ３４１４５ ４６６５０ １７１４０ １２７３４ １１８６９ ２４０７１ １０４５２ １５０５６ ７７１３ ３１９８０ １２５２１ ４００５３
色麻系 １８１７７ ２５７２５ １９２３４ １８５６９ １２９７３ １９８９４ １２０９４ １７５７０ １３３９５ １４４８５ １１２２４ １６９９４ １７５０２ １２８６１
土蔵系 １５０５３ ２１４１３ ２５２３９ ３１１６３ １６１２４ １８５３８ １２９３６ ２０１６９ １１３８３ １３７４７ ８９２１ ２２８９６ １４０１８ ２６３４７
馬場町北系 ７１３２ １０４４３ １３２５１ １６５６９ ７１２２ ８８９６ ５６０６ ９７０８ ５２２０ ６５２５ ４０１６ １１０８４ ６８５０ １１３８４
四方峠系 ２９００ ３９３８ ３７９６ ４５４４ １６４８ ２３４２ １５４２ ２９０７ ２２０３ ２６３０ １８８８ ３２６３ ２９７４ ２５７１
前川系 ４７７３ ９０６８ １５６０２ ２３３６９ ５９１６ ６４５９ ３５１１ ９４４９ ３０１３ ４９４７ １９６５ １２７６０ ４６１１ １５３８１

豊浦系 小泊系 西青森系 岩木山系 深浦系 男鹿系 北上系Ａ 月山系 湯の倉系 色麻系 土蔵系 馬場町
北系 四方峠系 前川系

名寄系Ａ ５９５ ２１０１ １２５１ ２３０９ ７４２５ ９５５７ １６００ ２８６０ １２０７７ １８１７７ １５０５３ ７１３２ ２９００ ４７７３
名寄系Ｂ ２０５５ １２５５ １５５７ ３２６８ ６０７５ １０６６３ ４６２２ ４７２２ １８０６５ ２５７２５ ２１４１３ １０４４３ ３９３８ ９０６８
赤石山系 ２２５７ ４６１ ３７１ ２９７６ １５０９１ ８５２８ ２５１１ ４４０８ ３４１４５ １９２３４ ２５２３９ １３２５１ ３７９６ １５６０２
十勝石沢系 ３２８２ ９５７ １３０２ ３２０３ ２３０９３ ８９１９ ２８３５ ４９１６ ４６６５０ １８５６９ ３１１６３ １６５６９ ４５４４ ２３３６９
社名淵系 ３９３ ２２３５ ９１１ ２１３７ ５８７４ ８８１５ １１６３ ２７５４ １７１４０ １２９７３ １６１２４ ７１２２ １６４８ ５９１６
生田原系 １２３２ ２０７７ ２００５ ３１６７ ３１６０ １０７８６ ３９７４ ３８４１ １２７３４ １９８９４ １８５３８ ８８９６ ２３４２ ６４５９
置戸山系 １６１ ３０６７ １７００ １９９５ ６００９ ９１２１ ６０４ ２１７７ １１８６９ １２０９４ １２９３６ ５６０６ １５４２ ３５１１
所山系 １０４６ ７０７ ２０１ ２５２０ ９５５２ ７８５４ １７９９ ３２３６ ２４０７１ １７５７０ ２０１６９ ９７０８ ２９０７ ９４４９
ケショマップ系 ３９８ ４０７９ ２２１０ １８１４ ８８７３ ９８０９ ５２６ ２３３３ １０４５２ １３３９５ １１３８３ ５２２０ ２２０３ ３０１３
旭川Ａ・滝川系Ａ ４４３ ３０３４ １１９６ １７８７ １０４４２ ８７７５ ７７０ ２４２９ １５０５６ １４４８５ １３７４７ ６５２５ ２６３０ ４９４７
旭川系Ｂ ８６７ ６３５８ ４１０１ １８０８ １０５２２ １０９５８ ３３１ ２２９６ ７７１３ １１２２４ ８９２１ ４０１６ １８８８ １９６５
上士幌・美蔓系Ａ １４７４ ６２５ ５１ ２５３１ １２７８９ ７６４７ １６７４ ３５１６ ３１９８０ １６９９４ ２２８９６ １１０８４ ３２６３ １２７６０
美蔓系Ｂ ６４３ ２６３５ １１６８ ２０５６ ８９０５ ９６６５ １２４６ ２９４３ １２５２１ １７５０２ １４０１８ ６８５０ ２９７４ ４６１１
赤井川系 １００７ １０４０ ２９９ ２０９１ １４７６３ ６２５１ ９８２ ２６４０ ４００５３ １２８６１ ２６３４７ １１３８４ ２５７１ １５３８１
豊浦系 ０ ３４７９ １９６６ １５０２ ９３４４ ７０２５ ５３９ １３３９ ２２１３７ ９９２６ １６４４５ ５８８０ １４０９ ５９７９
小泊系 ３４７９ ０ １３３４ ３８６２ １４２５８ ８３６３ ３４６４ ４９１３ ３６５６９ ２２１３４ ２８５４３ １４９９６ ３９８９ １７３６１
西青森系 １９６６ １３３４ ０ ２３２９ １３０３０ ７６５５ １５０９ ３３５１ ２８９００ １６５２８ ２１３７２ １０６３６ ３１９７ １１７３１
岩木山系 １５０２ ３８６２ ２３２９ ０ ５６４３２ １１３７ １９０５９ １９８ １８０２５０ ２１６７７ １２９３７８ ３２１０６ ６４５７ ８３６５４
深浦系 ９３４４ １４２５８ １３０３０ ５６４３２ ０ １３８７７ ４１９８ ３１６３ ８１８４ １１７８０ １３０５２ ５５８６ １５５３ ３８１１
男鹿系 ７０２５ ８３６３ ７６５５ １１３７ １３８７７ ０ ３２５７４ ４３５ ３１２３４８ ４５６１１ ２２９６９８ ６００７７ １４０６２ １５８８２７
北上系Ａ ５３９ ３４６４ １５０９ １９０５９ ４１９８ ３２５７４ ０ １７４９ １１０４６ ６７６８ １０３７０ ３３７６ ７２４ ２４８５
月山系 １３３９ ４９１３ ３３５１ １９８ ３１６３ ４３５ １７４９ ０ １５９２５９ １７６６１ １０９２７９ ２８３８５ ５０４２ ７０３２３
湯の倉系 ２２１３７ ３６５６９ ２８９００ １８０２５０ ８１８４ ３１２３４８ １１０４６ １５９２５９ ０ ４５７６ １３７７ ３１８ ４１６ １９１４
色麻系 ９９２６ ２２１３４ １６５２８ ２１６７７ １１７８０ ４５６１１ ６７６８ １７６６１ ４５７６ ０ １０７８６ １６５３ ２４０ １００６７
土蔵系 １６４４５ ２８５４３ ２１３７２ １２９３７８ １３０５２ ２２９６９８ １０３７０ １０９２７９ １３７７ １０７８６ ０ ９５ ２７１ ８０１８
馬場町北系 ５８８０ １４９９６ １０６３６ ３２１０６ ５５８６ ６００７７ ３３７６ ２８３８５ ３１８ １６５３ ９５ ０ １９３ ５５５３
四方峠系 １４０９ ３９８９ ３１９７ ６４５７ １５５３ １４０６２ ７２４ ５０４２ ４１６ ２４０ ２７１ １９３ ０ ７６０１
前川系 ５９７９ １７３６１ １１７３１ ８３６５４ ３８１１ １５８８２７ ２４８５ ７０３２３ １９１４ １００６７ ８０１８ ５５５３ ７６０１ ０

遺跡名 測定点数 判別点数 上士幌・
美蔓系Ａ 判別不可

野花南周堤墓群 ３ ２ ２ １

試料No． Rb分率 Sr 分率 Zr 分率
Mn×
１００／Fe

Log
（Fe／K）

Fe／K 候補１ 確率 距離 候補２ 確率 距離 出土地点 層位 分類

NOH１�００１ ３８．６７８４１５．７５８３２７．６２９８ ３．７８９８ ０．１５３５ １．４２４１
上士幌・
美蔓系Ａ

０．９９９２ ９．４５４７ 西青森系 ０．００ ２３．７０
００�４０区
トレンチ
Ⅲ⑥

耕作土 石鏃

NOH１�００２ ３８．５９２７１４．７８３０２７．２０９３ ３．８３８９ ０．１３７０ １．３７０９
上士幌・
美蔓系Ａ

１．００００ ８．６４９５ 西青森系 ０．００ ４７．８３
００�４１区
トレンチ
Ⅲ⑧

耕作土 石鏃

NOH１�００３ ４６．７７０４１０．３７６４２２．４５５４ ４．０４７９ �０．１１３４ ０．７７０２ 判別不可 � � � � � ２９�３５ 石鏃片
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附図１ 石器時代における北海道・東北地方の黒曜石原産地

芦別市 野花南周堤墓群
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産出する地点（露頭・散布地など）を「原石産出地（単に産出地とよぶ）；point」とした。今回の原

産地推定に使用した「系；series」は、「地区」内の「産出地」のうち、蛍光Ｘ線分析の結果に地形・

地質情報を参考にして判別された地理的に隣接する「産出地」群である。また、それぞれの「系」内

の黒曜石産出地については、火道や貫入岩の位置、噴出物の産状や分布状態、黒曜石の岩石学的特徴

（含有する斑晶鉱物、球顆の有無、色調、透明度など）についても検討を行い、この原産地設定が火

山地質学的に有意義であることを確認している。ただし、同一の「系」内の産出地でも、複数の判別

域が存在する場合や、異なる「系」同士で判別が困難な例も存在する。同一「系」内の地域において

岩石学的に有意に元素比が異なる原石が混在して産出する場合は、「A、B、C…」の様に区分する。

黒曜石産出地には、噴出源に近い一次産出地のほか、河川や海流によって遠方に運ばれた二次産出地

があり、ここでの判別域は、必ずしも考古学的原産地（石器時代における採取地）を示すものではな

いことは言うまでもない。

ａ）北海道地方
な よろ ち え ぶん ちゅうれっ ぷ

「名寄地区」：名寄盆地周辺の智恵文丘陵や忠烈布丘陵では、丘陵地を構成する第三紀中新世の陸

成堆積物（川西層：北海道立地下資源調査所１９９４）中から洗い出された黒曜石が、河床礫として産出

する（吉谷ほか１９９９a；向井ほか２０００）。黒曜石円礫の表面は不透明で灰黒色をなし、特徴的な爪痕状

の溝や虫食い状の窪みが認められる。黒曜石の産出量が多いのは、忠烈布丘陵を刻む忠烈布川上流や

朝日川の河床であり、智恵文丘陵における黒曜石の産出は少ない。

「白滝地区」：白滝地区は、日本における最大級の黒曜石産出地である（木村１９９５；北海道埋蔵文

化財センター１９９８；向井ほか２０００；杉原２００３）。この地域については、古くからカルデラの存在が指

摘されており（国府谷ほか１９６４）、黒曜石はカルデラ内に形成された溶岩ドームから噴出したものと

考えられる。このうち赤石山（標高１，１４７ｍ）では、ビュートまたはメサ状の地形の山頂部に厚さ約５０

ｍの黒曜石溶岩が認められる。ここから産出するのは数�～数�大の球顆を含む黒色黒曜石、球顆を
まったく含まない漆黒色の黒曜石、真紅の流れ模様をもつ黒曜石、赤褐色部分がブロック状に入る黒

曜石など岩相は多様である（鈴木２００７；直江２００９の赤石山系）。八号沢の露頭では、赤石山の黒曜石

溶岩の基底部付近が露出している。

また、赤石山南方約３�でメサ状の地形として残る標高８７２ｍの山頂部にも厚さ５ｍ前後の黒曜石
質溶岩が認められ、この山体を刻む十勝石沢露頭や白土の沢からは多量の黒曜石岩塊が周辺の河谷に

供給されている。十勝石沢川（通称でんぷん沢）沿いで見られる黒曜石礫は、すべてこの山頂部から

の転石である。ここから産出する黒曜石は梨肌状とよばれるザラザラした割れ面に特徴がある（鈴木

２００７；直江２００９の梨肌系）。梨肌状の黒曜石は、このほか赤石山南西側の流紋沢川付近の林道でも転

石として認められるが、供給源は不明である。

さらに、あじさいの滝、IK露頭の黒曜石原産地は、赤石山東麓の標高８００～８５０ｍ付近に位置して

おり、肉眼観察結果では赤石山山頂の漆黒色の黒曜石と酷似するが、後述の通り蛍光Ｘ線分析では十

勝石沢露頭や白土の沢の黒曜石と同じ化学組成を示す（鈴木２００７；直江２００９のあじさい滝系）。

幌加沢、幌加蜂の巣沢（あじさいの滝下流）、幌加湧別川では、上記の黒曜石が河床礫として混在

して産出する。これらのほかに、幌加湧別川支流の野宿の沢やカルデラ内で黒曜石溶岩の下位に広く

分布する第三紀鮮新世の火砕流堆積物（国府谷ほか１９６４の幌加湧別溶結凝灰岩の一部）からも黒曜石

を産出するが、詳しい調査は行われていない。白滝地区の黒曜石は湧別川沿いの河岸段丘や現河床に

も多く認められ、約６０�離れた湧別川河口のオホーツク海の海底からも発見されている（赤松ほか
１９９６）。
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さ な ぶち

「社名淵地区」：遠軽市街地北方で湧別川に合流するサナブチ川では、社名淵付近において、河床

から黒曜石の小円礫が採取できる（向井・和田２００３；向井２００３）。これらの黒曜石はサナブチ川上流

域の社名淵層（八幡ほか１９８８）の礫岩層中に含まれていたものが、洗い出されたと考えられる。また、

サナブチ川と上モベツ川の分水界領域には第三紀中新世の藻別層（八幡ほか１９８８）と呼ばれる流紋岩

溶岩が広く分布し、ここから黒曜石や真珠岩（パーライト）が産出する。上モベツ川沿いには黒曜石

岩脈の露頭があり、ここから崖錐堆積物として供給された黒曜石が上モベツ川沿いに河床礫として分

布する（旭川市博物館２００３）。ただし、この露頭や河床で採取されるのは脆く崩れ易い松脂岩（ピッ

チストーン）である。これらの地域には、ほかにも多数の貫入岩があり、黒曜石の産出も知られてい

るが詳細は不明である。また、湧別川沿いでも社名淵付近の丘陵地から供給されたと考えられる黒曜

石が認められる。なお、黒曜石の割れ面はプラスチックのような樹脂状光沢があり独特である。
いく た はら せ たにうしやま にいたっ ぷ

「生田原地区」：生田原では背谷牛山（標高６２４ｍ）の南東麓及び、周辺を流れる仁田布川沿いで黒

曜石が採取できる（向井ほか２００４）。この地域では背谷牛山溶岩（安山岩）の下位に中新世の流紋岩

（生田原層：山田ほか１９６３；野地ほか１９６７）が分布しており、この中から産出すると考えられる。

「置戸地区」：置戸町の置戸山（標高５５０ｍ）と所山（標高５８０ｍ）の２ヶ所では、第三紀鮮新世に

おける流紋岩質溶岩の噴出に伴い黒曜石を産出する（鈴木１９６４；沢村・秦１９６５；向井ほか２００２；旭川

市博物館２００３）。これらの山塊はいずれも独立した溶岩ドームないし溶岩流の地形（またはその名残）

と考えられるが、地表面は崖錐堆積物やロームに覆われていて、露頭における岩体の確認はできてい

ない。置戸山の黒曜石は南西麓の林道沿いの崖錐堆積物や北麓沿いの訓子府川で認められるだけであ

る。一方、所山の黒曜石は、山頂付近や林道沿いの崖錐堆積物中に直径５０�大から拳大の岩塊や角礫
として分布する。これらの黒曜石は、墓地の沢川やオンネアンズ川が合流する常呂川沿いに北見市内

まで河床礫として認められる（杉原ほか２００９）。
まるせっ ぷ る べ しべ け しょまっ ぷ

「ケショマップ地区」：遠軽町丸瀬布と北見市留辺蘂町にまたがる華勝真布山（標高１，１６２ｍ）では、

山麓部分を構成する凝灰角礫岩層（トムイルベシベ層：酒匂ほか１９６４）から黒曜石の角礫を産出し、

分布地域周囲の沢に多くの転石として認められる。これらの黒曜石は、河床礫として丸瀬布方面では

七ノ沢から武利川へ、留辺蘂方面ではケショマップ川から無加川へと運ばれていている（旭川市博物

館２００３）。
たかさご う ぶん ちかぶみ え べ おつ

「旭川・滝川地区」：旭川市の高砂台（雨粉台）、近文台および滝川市江部乙町や、周辺の秩父別町
び ば うし

中山、新十津川町大和、北竜町美葉牛の盆地周辺では低い丘陵や段丘を構成する砂礫層（鮮新世の旭

川層下部）中から黒曜石の円礫～亜円礫を産出する（鈴木１９５５；向井１９９９；向井・和田２００１）。噴出

源から石狩川水系によって運ばれてきたと考えられるが、その噴出地点は不明である。これらの黒曜

石は表面が風化して灰色に変質していて、不均質に溶蝕された虫食い状の溝がある。黒曜石には漆黒

色で破断面が透き通ったものや灰色で斑晶が認められるものなども存在する。

「十勝地区」：十勝平野では、丘陵地や台地を構成する堆積物（段丘礫層）中や現河床に広範囲に

わたり黒曜石が産出する（大場・松下１９６５；佐々木１９７９；松澤ほか１９８１；旭川市博物館２００３；向井・
おとふけ

和田２００４；吉谷２００４）。その供給源の１つとして音更川水系最上流部の十勝三股付近が指摘されてい

る（吉谷ほか１９９９a）。十勝三股付近の十一の沢（旧十三の沢）やタウシュベツ川沿いでは、人頭大か

ら直径１０�前後の亜角礫～円礫の黒曜石が多量に産出し、いずれも河床礫や崖錐堆積物中の転石であ
る。吉谷ほか（１９９９b）により糠平湖上流部で軽石流堆積物中から黒曜石の産出が指摘されているが、

その噴出源については未だ明らかでない。十勝三股一帯の盆地については、約１Maに大規模火砕流

の噴出によって形成された長径約１４�のカルデラ（十勝三股カルデラ）の存在が明らかになっている

芦別市 野花南周堤墓群

40



（石井ほか２００８）。しかし黒曜石の産出地が南クマネシリ岳南・西麓の流紋岩質岩類である十勝幌加

層（山岸・松波１９７６）の分布地域に限られていること、タウシュベツ川産黒曜石のフィッション・ト

ラック年代（４．１±０．４Ｍa：未公表、以下FT年代）から黒曜石を生成した噴火は、このカルデラが

形成されるかなり以前であると考えられる。十勝三股付近から産出した黒曜石は、上士幌付近から音
め とう おり べ

更川のほか芽登川、居辺川、士幌川、利別川流域に広がる広大な十勝平野に分布する。なかでも芽登

川上流の旭ヶ丘付近（旭丘牧場）の光地園面を構成する上旭ヶ丘礫層（松澤ほか１９７８；十勝平野、地

質図及び地形面区分図編集委員会編１９８１）からは大量に黒曜石礫が産出し、これより下流部の低位

の段丘群でも認められている。こうした段丘礫や河床礫として産出するものは、衝突痕に覆われてい

るものが多い。これらの産出地の黒曜石は漆黒色のものが多いが、なかには赤色の流れ縞模様がある

もの（紅十勝・花十勝）も産出する。
しかりべつ ちんねる

このほか十勝川とその支流である然別川、鎮錬川、久山川、佐幌川流域では、台地からの洗い出し
び まん

と考えられる黒曜石の円礫が認められる。藁科・谷島（１９９２）は十勝川と然別川に挟まれた美蔓台地

において、台地を構成する美蔓礫層（松澤ほか１９７８）中から黒曜石を採取している。美蔓台地から産

出する黒曜石は、上士幌周辺のものと供給源が異なると考えられるが、噴出源の火山は明らかでない。

「赤井川地区」：赤井川カルデラ周辺の丘陵地のうち、余市川支流の土木川の河床とその上流に続

く林道沿いで、人頭大から直径数�程度の黒曜石が崖錐堆積物や河床礫として多量に産出し、同じ丘
陵地を刻む曲川や白井川沿いの沢でも採取されている（旭川市博物館２００３；向井ほか２００４）。この黒

曜石を含む流紋岩質噴出物は余市川南岸沿いに露出する厚い白色火砕流堆積物の上位を占めると考え

られるが、黒曜石の岩体自体は観察されていない。この地域は外側の余市川カルデラと内側の赤井川

カルデラの二重の陥没地形を形成しており（太田ほか１９５４；横山ほか２００３）、黒曜石がどの噴火活動

に関連する堆積物なのかは明らかでない。だが、FT年代（２．４±０．２Ma：未公表）からは赤井川カ

ルデラの形成初期かそれ以前の噴出物である可能性が強い。なお、赤井川カルデラ内でも黒曜石の小

礫が転石として認められるが、それらはカルデラ内に噴出した永沢火山噴出物（横山ほか２００３）に含

まれる黒曜石レンズに由来するものであろう。

「豊浦地区」：内浦湾（噴火湾）に臨む豊浦町大岸付近では、豊泉川の河床から黒曜石の亜角礫が

産出する（旭川市博物館２００３；向井２００５a）。黒曜石は二次的に堆積した可能性がある火砕流または泥

流堆積物中から産出するが、この地域の地質層序（土居ほか１９５８）や東方の洞爺カルデラの活動との

関係は不明である。

ｂ）東北地方

「小泊地区」：青森県小泊村付近では小泊岬を中心に第三紀冬部層（対馬・上村１９５９；奥海・前田

１９６３）の流紋岩溶岩に伴い白色の火砕流堆積物としてパーライトが産出し、この中に黒曜石の小礫（マ

レカナイト）が認められる。小泊中学校脇の大露頭から産出する黒曜石の小礫は灰色～黒灰色で直径５

�前後のものが多い。小泊岬対岸の折腰内（オートキャンプ場付近）でも黒曜石の小礫が採取できる。
と かど

「西青森地区」：青森市西部の鶴ヶ坂、鷹森山、戸門、大釈迦などでは、丘陵地を構成する第三紀

鮮新世の軽石質凝灰岩（鶴ヶ坂層）や、この上位に重なる更新世の砂礫層（岡野層・前田野目層）中
あま だ ない

に黒曜石の小円礫（直径５�以下）が含まれている。また、丘陵を刻む天田内川、新城川などの河谷
にも黒曜石が認められる。これらの黒曜石の供給源は岩木山のほか複数あると考えられる（杉原・鈴

木２００５；向井２００６；杉原ほか２００８a；齋藤ほか２００８）。

「岩木山地区」：青森県西海岸にまたがる七里長浜の出来島海岸などで、円磨された黒曜石が海浜

礫として、あるいは海食崖に露出する砂礫層中に認められる（新渡戸・鈴木１９８３；佐々木１９９７；向井
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と つらざわ と こしない

２００５b、２００６）。また岩木山北麓（十面沢～十腰内～建石付近）では山麓扇状地の土石流堆積物（黒

木１９９５）や、これに続く台地を構成する海成堆積物（山田野層：小貫ほか１９６３）や泥流堆積物（鈴木

１９７２）に、人頭大から直径５�前後の円礫～亜円礫の黒曜石が含まれている。これらの堆積物中の黒
曜石は、岩木山の新期火山噴出物（青森県農林部土地改良第一課１９８７）に由来すると考えられるが、

溶岩流や岩屑なだれ堆積物などが未区分のため、火口の位置や噴出時期は明らかでない。これらの黒

曜石が鳴沢川などの河川によって日本海に運ばれて出来島海岸に漂着したと考えられる。このほか岩

木山西方の中村川上流の乗廻橋付近では峡谷底から拳大以下の黒曜石礫が産出するが、この黒曜石は、

峡谷沿いに露出する軽石質火山灰層（大秋層田代凝灰岩部層：藤田・根本２００２；青森県農林水産部農

村整備課２００４；福田ほか２００８；島口２００９）からの転石と考えられる。しかし、岩木山北麓の火山麓扇

状地堆積物中の黒曜石礫とは堆積時期や産状が異なることから、その起源や噴出年代については今後

の調査が必要である。

「深浦地区」：青森県深浦町付近の六角沢の河床や岡崎浜の海浜からは、黒色半透明な黒曜石の小

さな亜角礫を産出する（近堂１９８５；井上１９８９；佐々木１９９７；向井２００６）。これらの黒曜石は、この付

近一帯に広く分布する流紋岩質火砕流堆積物に由来するものと考えられ、その大きさは最大直径約５

�で、１～３�大のものが多い。露頭が少ないためその産状は明らかでないが、なかにはパーライト
状の火砕流堆積物からマレカナイトとして産出するものも含まれると考えられる。

「男鹿地区」：男鹿半島では、金ヶ崎海岸と脇本～船越海岸で黒曜石の海浜礫が採取できる（磯村

１９７２、１９９３、１９９４；井上１９８５；佐々木１９９７；向井２００５c）。男鹿半島では、真山～毛無山の山稜から加

茂川流域及び金ヶ崎の海岸などに流紋岩質の溶岩や火砕岩が広く分布し、真山流紋岩（類）とよばれ

ている（西男鹿団体研究グループ１９７２；藤岡１９７３；深瀬２０００；大口ほか２００８；小林ほか２００８）。真山

流紋岩（類）は全体的にガラス質で、金ヶ崎海岸の海浜礫で産出する黒曜石は、この岩体に由来する

と考えられる。かつて金ヶ崎海岸沿いの道路敷設工事の際には、「テーブル大」の黒曜石岩塊が産出
しびかわ

したことがあるという（五十嵐１９６８）。脇本付近の海食崖沿いに露出する鮪川層（北里１９７５）中の砂

礫層からは表面がやや風化した黒曜石の円礫が認められる。鮪川層は更新世中期の堆積物とされてお

り（白石ほか２００８）、ここから産出する黒曜石は真山流紋岩（類）からの二次堆積と考えられる。脇

本～船越海岸の黒曜石礫は鮪川層中に含まれていたものが、浸食されて海岸に打ち上げられたことが

想定できる。

「北上地区」：北上川沿いに南北に連なる盆地内の丘陵地や台地を構成する砂礫層中には、まれに

直径数�以下の黒曜石礫が認められる。このうち、雫石盆地西縁部の晴山沢や荒沢では、第三系の山
津田層（須藤・石井１９８７；土井ほか１９９８）最上部のデイサイト質軽石凝灰岩層（火砕流堆積物）や礫

層中に黒曜石礫が含まれる。また、小赤沢付近でも第四系の橋場層の砂礫層中に握り拳大の黒曜石の

亜円礫が産出する（鈴木１９８３；井上１９８９）。このほか、奥州市水沢区の胆沢扇状地末端の折居付近で

は、段丘礫層に覆われる礫層（折居層：木野１９６３）中に黒曜石が含まれている（佐島１９７５）。また、

一関市花泉町金沢、老松、日形や一関市真滝、滝沢などにおいて丘陵地を構成する砂礫層（滝沢層：

中川１９６１）中に直径５�前後の黒曜石の円礫が認められる（佐島１９７５；井上１９８９；佐々木１９９７；向井
２００６）。黒曜石の礫径は、北上川の上流で大きく下流で小さい傾向にあり、下流ほど円磨度が増す（吉

谷ほか２００１）。これらの表面は灰色不透明な水和層の皮膜で覆われていたり、虫食い状の窪みが認め

られたりする。内部については新鮮な黒色でガラス光沢を示すものが多いが、やや透明度の低い灰黒

色のものも含まれる。なお、これら北上川沿いの地帯では、北上川最上流域のいわゆる仙岩地域の火

山群が黒曜石の供給源として想定できる。
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「月山地区」：山形県では月山・湯殿山と北方の山麓及び丘陵にかけての地域に、月山火山を起源

とする火砕流堆積物や、これからの泥流や岩屑なだれの堆積物が広く分布し、この中から各地で黒曜

石が産出することが知られている（百瀬１９７５；神保ほか１９６４；山形県企画調整部土地対策課１９７９）。

このうち西川町志津の月山荘付近の道路沿いでは、ガラス質凝灰岩中に数�以下の黒曜石角礫が認め
られる（百瀬１９７５；井上１９８９；向井２００６）。また湯殿山の南側山腹を刻む田代沢や大越沢では、河床

に多量の黒曜石の円礫が散乱している。また、鶴岡市大網付近の長防山（天保堰沿い）や天狗森、今

野川に分布するパーライト（百瀬１９７５；本多・清水１９６２）は火砕流堆積物と考えられ、小豆大のマレ

カナイトが多量に含まれるほか、拳大の黒曜石も含まれている。さらに鶴岡市北部一帯には月山から

の流れ山と考えられる独立した小丘陵が多数認められ、羽黒町上野新田（小野木山）などで、この流

れ山堆積物（笹川岩屑流）から黒曜石の円礫～亜円礫が産出する（百瀬１９７５；土谷ほか１９８４；井上

１９８９；大場・石原２０００；佐々木１９９７；向井２００６）。

「湯の倉地区」：宮城県宮崎町湯の倉では、鳴瀬川上流にある田川の支谷（澄川）の谷壁に黒曜石

の岩脈が露出し、周囲の火砕流堆積物と接する部分の幅１５０～２００�に角礫状の黒曜石が産出する。ま
た、黒曜石礫は周辺の火砕流堆積物中にも含まれているほか、田川の河床でも円礫として採取するこ

とが可能である（井上１９８５；佐々木１９９７）。この火砕流堆積物は、永志田層（庄司１９５８；宮城県企画

部土地対策課１９９３）などとよばれている。
しか ま

「色麻地区」：宮城県色麻町愛宕山付近（根岸）では、丘陵を構成する東原層（北村ほか１９８１）とよ

ばれる砂礫層が２０～３０ｍの厚さで発達する。この砂礫層の限られた層準内に黒曜石の円礫が多量に含

まれる（佐々木１９９７）。黒曜石礫は直径５�程度のものが多く、いずれも風化のため周囲がパーライ
ト状に白濁変質して脆いものが多いが、内部にクルミ大～枇杷の種状のマレカナイトが含まれている。

あき う

「秋保地区」：仙台市西部の丘陵性山地には、第三紀中新世の流紋岩質凝灰岩を含む火山性堆積物

が広く分布することが知られている。このうち名取川上流部にあたる仙台市秋保町馬場町北（大雲寺

の北側）には、流紋岩によって構成される丘陵が認められている（宮城県企画部土地対策課１９８５）。

この丘陵は火山岩頸（volcanic neck）の地形と考えられる。岩脈縁辺部（幅５０�前後）には黒曜石
が認められ、山麓では崖錐堆積物（ローム）中に黒曜石が角礫として多く散乱する（向井２００６）。た

だしこの黒曜石は斑晶鉱物を多く含むことから、割れ面が平滑にはならない。また土蔵付近の丘陵地

では、安山岩や流紋岩を含む砂礫層（白沢層の馬場凝灰岩）中に黒曜石の円礫～亜円礫が含まれてい

る（高橋・野田１９６５；井上１９８５）。これらの砂礫層中の黒曜石は谷筋沿いの林道（水上南）で転石と

して認められるほか、土蔵付近では水田の耕作土からも採取できる（井上１９８５；佐々木１９９７）。土蔵

付近の黒曜石は、表面が風化している。

８．石器の原産地推定結果

今回測定したのは、北海道芦別市野花南周堤墓群（縄文時代後期末）から出土した黒曜石製遺物で

ある。測定した遺物は３点であり、原産地が判別できた遺物は２点であった。

原産地推定の結果は、十勝地区上士幌・美蔓系Ａが２点であった。

９．おわりに

黒曜石製遺物の原産地推定は、明治大学黒耀石研究センターに設置されている「黒曜石原産地推定

システム」で行ったものである（２０１２年度に文化財研究施設から移管）。なお、この報告書を参考に

論文を作成する場合は、原産地推定の結果を遺物の出土状況からも検討していただきたい。

Ⅳ 自然科学的分析結果
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図２－１ 野花南周堤墓群の判別図（Rb分率）

図２－２ 野花南周堤墓群の判別図（Sr 分率）

芦別市 野花南周堤墓群

44



Ⅴ 成果と課題

１ 遺構

トレンチ調査の結果、１号周堤墓の現周堤が近代以降において復原されたものであることが確認さ

れ、昭和３７年以降に復原されたとする聞き取り調査等の結果と相応することとなった。この現周堤の

下においては、不明瞭ではあるが、縄文時代に構築されたものと思われる周堤墓竪穴部の壁面と底面

の一部を確認することが出来、またその外側には竪穴の掘り上げ土の堆積も確認することが出来た。

この掘り上げ土が縄文時代の周堤墓周堤部にあたるものと思われる。復原された周堤によって縄文時

代の遺構の一部が保存されていたことになる。

これにより本来の周堤墓の様相の一部が明らかになった。１号周堤墓は周堤墓竪穴部の径が１５～１７

ｍとなり、現周堤の竪穴部の外径よりやや小さくなっている。周堤にあたる掘り上げ土については、

各トレンチによって差があり、不明瞭なところもあるが、幅が３～４ｍとすると現周堤よりもやや大

きくなるものと考えられる（図１７）。これにより周堤を含めた１号周堤墓の径は少なくとも約２５ｍ以

上となる。

１号周堤墓中央部の石組や立石については、周堤復原後に復原あるいは追加されたものであること

が明らかになった。土層の堆積状況により石組については遺構ではなく、何らかの自然の落ち込みに

石を配したものと思われる。また、立石についてもストーンサークルを意識して遺跡外から礫が持ち

込まれて配された可能性が強くなった。

竪穴部内については墓坑のような周堤墓を特徴づける縄文時代の遺構を見つけることができなかっ

た。風倒木と思われる地層の逆転や近代以降と思われる掘り込み、撹乱などが複雑に絡み、既往の発

掘調査跡も特定することが出来なかった。

２号周堤墓については聞き取り調査などから、昭和２９年時には何らかの窪みと円形の盛り土状の高

まりがあった可能性がうかがえるが、調査においては何らかの遺構として有する特徴が全く確認でき

なかった。トレンチⅠ、Ⅲともに基本土層と同様の堆積を示し、竪穴を掘り下げた痕跡を認めること

もできなかった。

唯一の手がかりとなるその中心部にあたる石組についても耕作土と考えられる層位上にあり、原位

置を保っていない。さらにその周囲において層序の逆転とみられるところを確認したため、当初認め

られていた窪みも風倒木などの落ち込みによる可能性が強いと考えられる。石組から北東方向には、

礫を含んだ掘り上げ土と思われる部分が見つかり、既往の調査跡とも考えられる。

２ 遺物

本調査で出土した遺物は合計３４３点である。土器は摩耗が激しく、胎土も粗悪であることが特徴で

ある。ほとんど時期不明のものが多いが、中でも縄文時代晩期の特徴を持つ資料が目立つ。石器はす

べて黒曜石製で、ほとんどがフレイク・チップで製品はわずかである。墓に伴う副葬品のような遺物

はほとんど見られない。

旭川市博物館の河野氏調査資料は土器片が２３点、石器が１１点で計３４点であるが、今回の調査で出土

した資料と比べると様相が異なる。土器には摩耗もなく、突瘤文など縄文時代後期の特徴を有するも

のが多い。石器は黒曜石製の製品が多く見られるが、石斧など泥岩製のものも含まれている。遺物の

Ⅴ 成果と課題
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対比からは同じ遺跡から出土したとは思われないほどの差が感じられる。

関連資料とした野花南矢野沢遺跡の出土資料は縄文時代中期から晩期にかけてのものが見られ、中

でも縄文時代晩期の特徴を持つものが多い。掲載した滑石製の玉類については同市内の滝里遺跡群か

らも出土し、縄文時代晩期にあたるものとされている。本調査出土の遺物と比較した場合、晩期の遺

物が見られることは共通であるが、玉類のような特徴的な遺物は見られない。

３ 今後の課題

今回の調査では、１号周堤墓において周堤墓を構成する要素である周堤部と竪穴部を確認すること

ができた。しかし、これに付属する墓坑を確認できなかったことは、周堤墓として認識するうえでは

大きな課題であると言える。今回の調査で試みた周堤内の平面調査もごく一部であり、発見の可能性

はまだ残されていると思われる。

石組については、旧調査の時点から何度も移動や改変が加えられたことが明らかになったが、もと

もと周堤墓に伴うものかを明らかにすることも今後の課題と思われる。これによって斜里町朱円周堤

墓のような配石を伴う遺構などとの比較も可能になるものと思われる。

２号周堤墓においては、周堤墓を構成する要素を全く確認できなかったことから、周堤墓として存

在する可能性は低くなったと考えられる。しかし、最近の削平の状況や現存する石組を主とした調査

では確認できなかった点も多々あるものと思われる。

また、今回の調査においては堆積土層の判別、確認が難しかったことも今後の課題として挙げてお

きたい。その背景として史跡範囲内の土層堆積状況の複雑さと砂礫層により層位識別が困難という状

況が挙げられる。関連調査やテストピット調査の結果を考慮しても、史跡範囲内は耕作または植林（ト

ウヒ）などにより、当初の地形から著しく改変され、本来の堆積が必ずしも明らかにはなっていない。

更に年代測定の結果からも明らかなように、既往の調査や復原整備などがどこまで遺跡を侵食してい

るのかがはっきりしないことも調査を難しくしていると言える。

以上について検討するにあたり、今後の調査の方針として遺跡周辺を含めた基本土層の確認調査、

調査範囲に隣接する地区を対象とした遺構、遺物の確認調査、及び周堤墓内外の面的調査が必要にな

ると思われる。今後の課題として留意したい。

芦別市 野花南周堤墓群
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図１７ 周堤墓復原と模式図
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表１ 出土遺物一覧

出土位置 調査地区
グリッド
地区名

種 別
総 計 掲載遺物

土器 石器
１号周堤墓 ８１ １３０ ２１１

トレンチⅠ １９ ４４ ６３
Ⅰ�１ １ １
Ⅰ�１０ １ ８ ９
Ⅰ�２ １ １７ １８
Ⅰ�８ １７ １８ ３５ 土器 図１４�２、３

トレンチⅡ ６ ６ １２
Ⅱ�１ １ １
Ⅱ�２ ５ ６ １１ 石器 図１５�４

立石サブトレンチ ４ ７ １１
立石０９西側 １ １
立石２２西側 ２ ２
立石２９西側 ３ ３
立石３５西側 ４ １ ５ 土器 図１４�５

グリッド調査区 ５２ ７３ １２５
２５�３５ ２ ２ 石器 図１５�５
２６�３４ ４ ７ １１
２６�３５ ３ ３ ６
２６�３６ １ １
２６�３７ １ １
２７�３４ ３ ３
２７�３５ ３ ６ ９
２７�３６ ２ ２
２７�３７ １ １
２８�３４ ５ ２ ７
２８�３５ １０ ６ １６
２８�３６ １ １
２８�３７ ２ ４ ６ 土製品 図１４�８
２９�３４ ６ ３ ９
２９�３５ ５ １０ １５ 石器 図１５�３
２９�３６ １ １
２９�３７ ４ １ ５ 土器 図１４�６
３０�３４ ４ １ ５ 土器 図１４�７
３０�３５ ３ ３ ６
３０�３６ １ １ ２ 土製品 図１４�９
３０�３７ ２ １４ １６

２号周堤墓 ８ ７４ ８２
トレンチⅠ ６ １０ １６

Ⅰ�３ ４ ８ １２
Ⅰ�６ ２ ２ ４ 土器 図１４�４

トレンチⅢ ２ ６４ ６６
００�３０ ５３ ５３
００�４０ ２ １１ １３ 石器 図１５�１、２

テストピット ８ １３ ２１
テストピット１ ００�３０ ７ １ ８
テストピット２ ４０�３０ ５ ５
テストピット３ ００�３０ １ ７ ８ 土器 図１４�１
不 明 １７ １２ ２９
総 計 １１４ ２２９ ３４３

芦別市 野花南周堤墓群
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表２ 掲載遺物一覧

重要遺跡確認調査出土遺物

図番号 種別 部位 出土地点 重量（g） 最大長（�） 最大幅（�） 最大厚（�） およその時期
図１４ １ 土器 口縁部片 テストピット３ 縄文時代晩期
図１４ ２ 土器 口縁部片 トレンチⅠ（Ⅰ－８） 縄文時代晩期
図１４ ３ 土器 口縁部片 トレンチⅠ（Ⅰ－８） 縄文時代晩期
図１４ ４ 土器 口縁部片 トレンチⅠ（Ⅰ－６） 縄文時代後期
図１４ ５ 土器 底部破片 立石サブトレンチ３５ 縄文時代後期
図１４ ６ 土器 胴部破片 グリッド調査区（２９－３７） 縄文時代後期
図１４ ７ 土器 底部破片 グリッド調査区（３０－３４） 縄文時代晩期
図１４ ８ 土製品 円盤状土製品 グリッド調査区（２８－３７） １５．２０ ３．９ ３．９ ０．９ 縄文時代後期
図１４ ９ 土製品 ミニチュア土器 グリッド調査区（３０－３６） ２．８ ４．０ 縄文時代後期

種別 分類 重量 最大長 最大幅 最大厚 材質
図１５ １ 石器 石鏃 トレンチⅢ（００－４０） １．１１ ２．１ １．６ ０．３ 黒曜石
図１５ ２ 石器 石鏃 トレンチⅢ（００－４０） ０．４１ ２．２ ０．９ ０．１ 黒曜石
図１５ ３ 石器 石鏃 グリッド調査区（２９－３５） ０．６６ （１．４） １．５ ０．１ 黒曜石
図１５ ４ 石器 石槍またはナイフ トレンチⅡ（２４－３４） １２．６０ （４．３） ３．５ ０．５ 黒曜石
図１５ ５ 石器 Ｒフレイク グリッド調査区（２５－３５） ３１．２０ ４．４ ４．３ １．６ 黒曜石

旭川市博物館資料

図番号 種別 部位 およその時期
図１４ ３０６５－１ 土器 口縁部破片 縄文時代後期
図１４ ３０６５－２ 土器 口縁部破片 縄文時代後期
図１４ ３０６５－３ 土器 口縁部破片 縄文時代後期
図１４ ３０６５－４ 土器 口縁部破片 縄文時代後期
図１４ ３０６５－５ 土器 口縁部破片 縄文時代後期
図１４ ３０６５－６ 土器 胴部破片 縄文時代後期
図１４ ３０６５－７ 土器 胴部破片 縄文時代後期
図１４ ３０６５－８ 土器 胴部破片 縄文時代後期
図１４ ３０６５－９ 土器 胴部破片 縄文時代後期
図１４ ３０６５－１０ 土器 胴部破片 縄文時代後期
図１４ ３０６５－１１ 土器 底部破片 縄文時代後期
図１４ ３０７２－１ 土器 口縁部破片 縄文時代後期
図１４ ３０７２－２ 土器 口縁部破片 縄文時代後期
図１４ ３０７２－３ 土器 胴部破片 縄文時代後期
図１４ ３０７２－４ 土器 胴部破片 縄文時代後期
図１４ ３０７２－５ 土器 胴部破片 縄文時代後期
図１４ ３０７２（２）－１ 土器 口縁部破片 縄文時代後期
図１４ ３０７２（２）－２ 土器 口縁部破片 縄文時代後期
図１４ ３０７２（２）－３ 土器 口縁部破片 縄文時代後期
図１４ ３０７２（２）－４ 土器 胴部破片 縄文時代後期
図１４ ３０７２（２）－５ 土器 胴部破片 縄文時代後期
図１４ ３０７２（２）－６ 土器 胴部破片 縄文時代後期
図１４ ３０７２（２）－７ 土器 底部破片 縄文時代後期

種別 分類 重量 最大長 最大幅 最大厚 材質
図１５ ３０６５－１２ 石器 石錐 １．４５ ２．１ １．６ ０．４ 黒曜石
図１５ ３０６５－１３ 石器 石錐 ３．９３ ４．０ １．８ ０．７ 黒曜石 被熱
図１５ ３０６５－１４ 石器 スクレイパー １７．２３ ６．４ ２．６ １．１ 黒曜石
図１５ ３０６５－１５ 石器 石斧片 ４０．９１ （５．４） （４．５） １．６ 緑色泥岩
図１５ ３０７２－６ 石器 つまみ付きナイフ ２１．４６ ６．７ ３．９ ０．８ 黒曜石
図１５ ３０７２－７ 石器 スクレイパー ５．９１ ４．７ ２．３ ０．６ 黒曜石
図１５ ３０７２－８ 石器 スクレイパー １７．４６ ４．９ ３．７ １．１ 黒曜石
図１５ ３０７２－９ 石器 スクレイパー １６．２２ ４．７ ３．０ １．２ 黒曜石（赤）
図１５ ３０７２－１０ 石器 スクレイパー片 １２．５９ （３．３） ３．３ １．１ 黒曜石
図１５ ３０７２－１１ 石器 石斧片 ７１．９４ （６．０） ５．５ １．５ 緑色泥岩
図１５ ３０７２－１２ 石器 石斧片 ４１．０４ （５．８） ６．０ ０．８ 緑色泥岩

野花南矢野沢遺跡出土資料

図番号 種別 分類 重量 最大長 最大幅 最大厚 材質
図１６ １ 石製品 玉 ３．８３ １．９ １．８ ０．７ 滑石
図１６ ２ 石製品 玉 ７．１ ２．９ １．４ １．３ 滑石
図１６ ３ 石製品 玉 ４．３５ ２．８ １．５ ０．９ 滑石
図１６ ４ 石製品 玉 １２．４２ ３．４ ２．０ １．１ 滑石
図１６ ５ 石製品 玉 １２．７５ ４．１ ２．２ １．０ 滑石
図１６ ６ 石製品 勾玉 ２．２８ ２．８ １．６ ０．６ 滑石
図１６ ７ 石製品 勾玉 ２．８４ ２．５ １．５ ０．５ 滑石
図１６ ８ 石製品 勾玉 ４．７７ ３．６ １．９ ０．７ 滑石
図１６ ９ 石製品 勾玉 ７．７５ ３．８ ２．２ ０．８ 滑石
図１６ １０ 石製品 勾玉 ８．０８ ４．５ ２．３ ０．７ 滑石
図１６ １１ 石製品 勾玉（未製品） １２．２５ ３．４ ２．６ ０．９ 滑石
図１６ １２ 石製品 勾玉（未製品） ９．０１ ４．０ ２．３ ０．９ 滑石
図１６ １３ 石製品 勾玉（未製品） １３．６１ ４．４ ２．６ １．０ 滑石
図１６ １４ 石製品 垂飾 １８．８４ ４．５ ３．６ １．６ 石炭
図１６ １５ 石製品 異形石製品 ２０．１ ５．８ ５．０ ０．８ 滑石
図１６ １６ 石製品 異形石製品 ２０．１７ ５．８ ４．０ ０．９ 滑石
図１６ １７ 石製品 異形石製品 ９．４７ ４．７ １．４ １．２ 滑石
図１６ １８ 石製品 異形石製品 １６．８１ ６．１ ２．４ １．０ 滑石
図１６ １９ 石製品 異形石製品 ２０．２７ ６．６ ３．９ ０．８ 滑石
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図版１

�

遺跡遠景（平成２４年度撮影）

�

遺跡遠景（平成２４年度撮影）



図版２

遺跡遠景（平成１０年度撮影）

遺構垂直俯瞰写真（平成１０年度撮影）



図版３

遺構の現況（１号周堤墓）

遺構の現況（２号周堤墓）



図版４

１号周堤墓石組現況

２号周堤墓石組現況 テストピット１

テストピット２ テストピット３



図版５

調査状況（１号周堤墓）

調査状況（２号周堤墓）



図版６

トレンチ�（�－１区） １号周堤墓南側周堤部分土層断面（�－１区）

１号周堤墓石組部分土層断面（�－１０区） １号周堤墓竪穴部分調査状況（�－１０区）

１号周堤墓�－８区遺物出土状況 １号周堤墓北側周堤部分土層断面（�－２区）



図版７

トレンチ�調査状況 １号周堤墓東側周堤部分外土層断面（�－６区）

１号周堤墓東側周堤部分（�－５区） １号周堤墓竪穴部分土層断面（�－２区）

１号周堤墓西側周堤部分土層断面（�－２区） １号周堤墓西側周堤部分外土層断面（�－１区）



図版８

グリッド調査区調査前状況 グリッド調査区上層遺物出土状況

グリッド調査区土層断面

グリッド調査区完掘状況

立石調査状況（立石４８） 立石調査状況（立石２９）



図版９

トレンチ�（北側部分）配置状況 ２号周堤墓石組部分

２号周堤墓石組部分土層断面 トレンチ�土層断面（�－４区）

トレンチ�土層断面（�－３区） トレンチ�土層断面（�－２区）



図版１０

トレンチ�配置状況 トレンチ�調査状況

２号周堤墓石組周辺調査状況

トレンチ�石組及び小礫出土状況

トレンチ�（東側部分）土層断面 トレンチ�（西側部分）土層断面



図版１１

平成２４・２５年度調査出土土器

関連資料 旭川市博物館所蔵資料 （土器）



図版１２

平成２４・２５年度調査出土石器

関連資料 旭川市博物館所蔵資料 （石器）



図版１３

関連資料 野花南矢野沢遺跡出土資料（１）



図版１４

関連資料 野花南矢野沢遺跡出土資料（２）

関連資料 野花南矢野沢遺跡出土資料（３）



図版１５

関連資料 野花南矢野沢遺跡出土資料（４）

関連資料 野花南矢野沢遺跡出土資料（５）



図版１６

昭和３７年遺跡整備復元時撮影写真（１）

昭和２９年調査時撮影写真

昭和３７年遺跡整備復元時撮影写真（２）

昭和４２年遺跡測量時撮影写真
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